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は
じ
め
に
　
　

　
近
年
、
近
代
日
本
に
お
け
る
史
学
史
や
歴
史
叙
述
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。
現
在
の
歴
史
学
の
来
歴
を
再
考
す
る
系
譜
論
的
な
視

点
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
民
統
合
や
植
民
地
支
配
に
そ
れ
ら
が
果
し
た

機
能
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
東
京
帝
国
大
学
を
中

心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
営
為
が
大
き
な
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
の
担
い
手

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
黒
板
勝
美
で
あ
り
、
国
民
統
合
や
植

民
地
支
配
の
担
い
手
と
し
て
の
精
力
的
な
諸
活
動
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
研
究
対
象
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
（
１
）
。

　
と
こ
ろ
が
、
黒
板
に
は
こ
う
い
っ
た
傾
向
に
回
収
さ
れ
得
な
い
個

性
が
あ
る
と
す
る
認
識
も
根
強
い
。
石
井
進
が
、
黒
板
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
側
面
を
挙
げ
る
一
方
、『
西
遊
二
年
欧
米
文
明
記
』

の
〈
開
明
〉
性
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
の
関
係
、
社
会
主
義
者
と
の
交

友
を
挙
げ
、
黒
板
は
単
純
な
「
忠
君
愛
国
の
歴
史
家
」
で
は
な
く
、

思
想
的
に
「
矛
盾
し
た
二
つ
の
顔
」
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
象
徴
的

で
あ
る
（
２
）
。
黒
板
を
国
民
統
合
や
植
民
地
支
配
と
関
連
付
け
る
論
者
も

　
論
文

　
黒
板
勝
美
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
　

　
　
―
歴
史
家
に
お
け
る
「
言
語
」
と
「
民
族
」
の
発
見
―
　
　
　

渡
　
邉
　
　
　
剛

キ
ー
ワ
ー
ド

　
黒
板
勝
美
　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
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一
定
の
留
保
を
付
け
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
際
特
に
言
及
さ
れ
る

の
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
の
関
係
性
で
あ
り
（
３
）
、「
矛
盾
」
と
さ
れ
る
要

素
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
逸
話
に
も
と
づ
い
て
黒
板
の
思
想
的
「
矛
盾
」
を
想
定

す
る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
で
、
そ
れ
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学

の
思
想
的
検
討
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で

あ
る
。

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
一
八
八
七
年

に
創
案
し
た
国
際
共
通
語
で
、
諸
民
族
の
言
語
を
尊
重
し
公
平
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
反
帝
国
主
義
・
国
際
連
帯
的
性
格
か
ら
社
会
主
義
的
・
革

新
的
傾
向
が
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
英
語
な
ど
の
有

力
言
語
に
よ
る
他
言
語
浸
蝕
を
批
判
す
る
性
格
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
結
び
つ
く
場
合
も
あ
り
、
近
代
日
本
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
（
４
）
。

実
際
、
丸
山
二
郎
は
、
黒
板
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
は
「
何
れ
の
国
で

も
、
自
国
語
の
外
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
一
つ
だ
け
を
共
通
に
知
つ
て

居
れ
ば
よ
い
。
日
本
人
だ
け
が
英
語
も
知
り
、
独
逸
語
も
仏
語
も
勉

強
す
る
と
い
う
事
は
間
違
つ
て
い
る
以
上
に
不
便
だ
」
と
い
う
「
国

語
の
擁
護
論
」
で
も
あ
っ
た
と
回
想
し
（
５
）

、
羽
仁
五
郎
も
類
似
の
回
想

を
残
し
て
い
る
（
６
）

。
若
井
敏
明
が
羽
仁
の
回
想
に
も
と
づ
き
、「
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
「
同
居
」
を
推
測
し

た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
回
想
に
も
と
づ
く
推
測
に
と

ど
ま
る
（
７
）
。

　
黒
板
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
を
具
体
的
に
取
上
げ
た
の
が
、
尹
智
煐
、

齋
藤
智
志
、
ヨ
シ
カ
ワ
・
リ
サ
で
あ
る
。
尹
は
「
国
語
の
擁
護
を
論

じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」（
一
九
一
五
年
）
に
よ
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
組
込
み
を
（
８
）
、
齊
藤
は
、
各
民
族
の
言
語
尊
重

と
公
平
な
国
際
関
係
構
築
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
意
義
を
認
め
る
「
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
感
想
」（
一
九
二
二
年
）
と
、
各
国
民
の
性

情
に
着
目
し
た
『
西
遊
二
年
欧
米
文
明
記
』
と
の
関
連
性
を
指
摘
し

た
（
９
）

。
両
者
と
も
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
連
性
を

指
摘
し
て
前
掲
の
回
想
を
裏
付
け
る
が
、
対
象
が
そ
れ
ぞ
れ
一
論
文

に
と
ど
ま
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
ヨ
シ
カ
ワ
・
リ
サ
は
初
め
て
ま
と
ま
っ
て
黒
板
の

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
関
係
事
蹟
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
を
取
上
げ
た
。
既
存

の
運
動
史
な
ど
を
用
い
て
黒
板
が
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
一
九
年

ま
で
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
に
関
係
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
う
え
で
、

一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
一
五
年
ま
で
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
を
取
上

げ
、
黒
板
が
平
和
主
義
と
反
英
米
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
着
眼
し
た
点
、
黒
板
が
後
者
を
よ
り
重
視
し
、
具

体
的
に
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
言
語
的
中
立
性
と
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に

よ
る
海
外
へ
の
日
本
史
・
日
本
文
化
普
及
を
念
頭
に
置
い
た
点
、
一

次
大
戦
勃
発
後
、
黒
板
が
反
英
米
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
と
づ
き

英
語
の
覇
権
性
を
強
く
批
判
し
た
点
を
指
摘
し
た（
（1
（

。
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と
は
い
え
、
ヨ
シ
カ
ワ
に
至
る
先
行
研
究
に
は
課
題
が
あ
る
。
一

点
目
は
、
運
動
史
や
回
想
に
依
拠
し（
（1
（

、
同
時
代
資
料
の
悉
皆
調
査
・

整
理
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
詳
細
な
ヨ
シ
カ
ワ

の
研
究
も
、
事
実
関
係
は
ほ
ぼ
運
動
史
な
ど
に
依
拠
し
て
お
り
、
こ

の
点
は
極
力
同
時
代
資
料
に
も
と
づ
き
黒
板
の
活
動
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
黒
板
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
の
下
限
は
一
九
二
二

年
で
あ
る
が
、
ヨ
シ
カ
ワ
が
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
そ
の
下
限
は
「
国

語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」（
一
九
一
五
年
）
で
あ
る
。

総
じ
て
ヨ
シ
カ
ワ
は
黒
板
の
反
英
米
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
貫
性

を
強
調
す
る
が
、
長
期
に
わ
た
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
の
関
係
の
な
か

で
論
調
の
変
化
も
考
え
ら
れ
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
の
悉
皆
的
検
討
も

望
ま
れ
る
。

　
二
点
目
は
、
歴
史
家
と
し
て
の
黒
板
の
活
動
と
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

運
動
と
の
関
係
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
齋
藤
、
ヨ
シ
カ
ワ
の
指
摘

が
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
性
に
焦
点
が

当
て
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
家
の
社
会
事
業
へ
の
関
与
は
し
ば
し
ば
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
一
般
に
回
収
さ
れ
る
が
、
そ
こ
か
ら
一
歩
進
み
、
歴

史
家
と
し
て
の
営
為
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
の
関
係
性
を
問
う
こ
と

が
、
歴
史
家
黒
板
、
そ
し
て
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
史
学
を
理
解
し
て
い
く

う
え
で
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
従
っ
て
本
稿
で
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
所

蔵
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
資
料
を
活
用
し
、
黒
板
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

の
関
係
を
復
元
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
全
体

を
検
討
し
、
黒
板
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
の
性
格
、
特
に
歴
史
家
と
し
て

の
営
為
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
と
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

一
　
黒
板
勝
美
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
関
係

　
ま
ず
、
黒
板
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
関
係
に
つ
い
て
三
期
に
分
け
て

整
理
す
る
。

第
Ⅰ
期
：
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
の
創
立
と
幹
事
就
任

　
　
　
　
　
　
　
　（
一
九
〇
二
～
一
九
一
〇
年
）

　
黒
板
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
知
っ
た
の
は
、
一
九
〇
二
年
の
こ
と

ら
し
い
。
同
年
一
一
月
二
六
日
付
の
郷
里
・
長
崎
の
英
字
新
聞

N
agasaki Press

に
掲
載
さ
れ
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
紹
介
記
事
を
目

に
し
た
黒
板
は（
（1
（

、
新
聞
社
に
問
い
合
わ
せ
て
学
習
書
を
取
寄
せ
独
習

を
開
始
し
た
が
、
周
囲
に
同
好
の
士
も
い
な
い
こ
と
か
ら
根
気
が
続

か
ず
、
独
習
は
中
断
さ
れ
た（
（1
（

。

　
し
ば
ら
く
経
っ
て
一
九
〇
五
年
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
導
入
を
知
っ
た
平
民
社
の
堺
利
彦
が
関
心
を
抱
き
、
黒
板
の
口

述
に
も
と
づ
き
紹
介
記
事
を
執
筆
し
た（
（1
（

。
こ
れ
は
社
会
主
義
者
へ
の

広
報
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
翌
年
五
月
、『
読
売
新
聞
』
に
黒
板
の
談
話
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が
掲
載
さ
れ
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
存
在
が
広
く
認
知
さ
れ
る
に
至
る
（
（1
（

。

　
同
談
話
に
お
い
て
、
黒
板
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
団
体
結
成
を
示
唆
し

た
が
、
各
方
面
か
ら
賛
意
が
あ
が
る
と
同
時
に
、
岡
山
高
等
学
校
教

員
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ガ
ン
ト
レ
ッ
ト
や
、
東
京
の
出
版
社
・
有
楽
社
の

支
配
人
・
安
孫
子
貞
治
郎
が
、
既
に
独
自
の
活
動
を
開
始
し
て
い
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
意
を
強
く
し
た
黒
板
は
、
安
孫
子
、
読

売
新
聞
社
の
薄
井
秀
一
と
相
談
、
改
め
て
本
格
的
団
体
結
成
を
企
図

し
た（
（1
（

。

　
一
九
〇
六
年
六
月
、
協
会
設
立
の
相
談
会
が
開
か
れ
た
。
集
ま
っ

た
の
は
、
黒
板
、
安
孫
子
、
薄
井
、
藤
岡
勝
二
、
斯
波
貞
吉
、
飯
田

雄
太
郎
、
浅
田
栄
次
、
足
立
荒
人
、
丸
山
通
一
、
古
賀
千
年
の
一
〇

名
。
こ
こ
で
正
式
に
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
結
成
が
決
議
さ
れ
、

規
約
や
役
員
を
選
定（
（1
（

、
黒
板
は
運
営
の
中
核
を
担
う
幹
事
に
任
命
さ

れ
た（
（1
（

。

　
協
会
幹
事
と
な
っ
た
黒
板
は
、
熱
心
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
を
推

進
し
た
。
ま
ず
、
協
会
事
業
の
運
営
業
務
で
あ
る
。
日
常
業
務
の
ほ

か
、
一
九
〇
六
年
九
月
、
七
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
協
会
大
会
に

際
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
準
備
委
員
、
司
会
に
任
命
さ
れ
た（
（1
（

。
一
九
〇
七

年
一
月
に
協
会
東
京
支
部
が
設
立
さ
れ
る
と
副
会
長
と
な
り
、
し
ば

し
ば
例
会
で
講
話
を
行
っ
た（
（2
（

。
公
務
の
出
張
を
利
用
し
て
関
西
方
面

の
支
部
設
立
を
協
議（
（2
（

、
一
九
〇
七
年
四
月
に
は
京
都
支
部
創
立
式
に

出
席
し
て
演
説
す
る
な
ど（
（2
（

、地
方
組
織
設
立
や
拡
大
に
も
関
与
し
た
。

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
意
義
を
訴
え
る
講
演
や
執
筆
は
、
黒
板
の
重
要

な
役
割
で
あ
っ
た
。
協
会
行
事
の
ほ
か
、
文
芸
協
会
、
大
阪
高
等
医

学
校
、横
浜
基
督
教
会
館
、成
田
山
図
書
館
な
ど
各
地
で
講
演
を
行
っ

た（
（2
（

。
機
関
誌
『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
に
論
説
や
翻
訳
を
掲
載
し
た

ほ
か
、
外
部
の
雑
誌
で
も
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
論
じ
た
。
上
村
観
光
や

富
岡
謙
蔵
と
い
っ
た
知
人
に
も
勧
誘
を
行
い（
（2
（

、
田
中
光
顕
を
名
誉
会

員
に
迎
え
る
成
果
を
あ
げ
た（
（2
（

。
堺
や
平
民
社
と
の
交
友
も
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
普
及
に
活
か
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

　
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
講
習
会
の
講
師
と
し
て
の
活
動
も
見
逃
せ
な
い
。

東
京
・
横
浜
両
支
部
、
三
田
で
開
催
さ
れ
た
講
習
会
で
指
導
し
た
ほ

か（
（2
（

、
一
九
〇
七
年
三
月
か
ら
毎
月
二
回
、
協
会
本
部
を
置
い
て
い
た

有
楽
社
の
若
手
社
員
へ
の
講
習
を
実
施（
（2
（

、
山
鹿
泰
治
を
指
導
し
た（
（2
（

。

辞
典
編
纂
に
も
関
係
し
、
一
九
〇
六
年
一
〇
月
に
安
孫
子
・
浅
田
と

共
に
エ
ス
和
辞
典E

speranto-Japana Vortaro

を
刊
行
、
同
書

は
黒
板
が
休
暇
中
一
週
間
ば
か
り
で
書
き
あ
げ
た
も
の
と
い
う（
（3
（

。

　
こ
う
し
た
精
力
的
活
動
を
展
開
し
た
黒
板
は
、一
九
〇
八
年
二
月
、

洋
行
に
出
発
し
た
。
そ
の
途
次
、
同
年
八
月
に
は
ド
レ
ス
デ
ン
で

開
催
さ
れ
た
万
国
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
に
協
会
代
表
と
し
て
出
席
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
発
明
者
・
ザ
メ
ン
ホ
フ
ら
各
国
の
エ
ス
ペ
ラ
ン

テ
ィ
ス
ト
と
交
歓（
（3
（

、
英
米
仏
で
も
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
と
面
会
し

た（
（3
（

。
黒
板
は
不
在
中
の
協
会
資
金
を
心
配
し
、『
国
史
の
研
究
』
初

版
（
一
九
〇
八
年
）
を
刊
行
し
て
そ
の
印
税
を
運
動
に
充
填
し
た
と
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い
う
逸
話
が
残
る
が（
（3
（

、
黒
板
自
身
は
こ
の
点
に
関
し
明
言
し
て
は
い

な
い（
（3
（

。

第
Ⅱ
期
：
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
幹
事
長
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　（
一
九
一
〇
～
一
九
一
九
年
）

　
一
九
一
〇
年
二
月
、
帰
国
し
た
黒
板
を
待
っ
て
い
た
の
は
衰
微
し

た
協
会
で
あ
っ
た
。
運
動
史
で
は
、
一
時
的
流
行
の
終
焉
、
推
進
役

黒
板
の
不
在
、
運
動
に
参
加
し
た
社
会
主
義
者
に
対
す
る
世
間
の
警

戒
感
が
衰
微
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
（3
（

。
黒
板
不
在
中
、
協

会
の
組
織
会
則
、
方
針
の
変
更
が
抑
制
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
み
る

と
確
か
に
そ
の
影
響
力
が
う
か
が
え（
（3
（

、
ま
た
協
会
の
担
い
手
の
一
人

だ
っ
た
大
杉
栄
が
逮
捕
さ
れ
、
協
会
も
警
察
の
監
視
を
受
け
る
な

ど（
（3
（

、
状
況
の
不
利
は
間
違
い
な
い
。
劣
勢
の
中
、
黒
板
は
「
終
始
一

貫
」
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及
に
尽
力
す
る（
（3
（

。

　
黒
板
は
協
会
に
幹
事
長
の
役
職
を
新
設
し
自
ら
就
任
、
会
計

の
責
を
負
っ
た（
（3
（

。
有
楽
社
に
間
借
り
し
て
い
た
協
会
事
務
所
は

一
九
一
〇
年
一
二
月
に
黒
板
が
借
り
た
麹
町
内
幸
町
の
借
家
に
移

転
、
例
会
は
こ
こ
で
開
き（
（4
（

、
黒
板
は
折
々
寄
っ
て
事
務
を
と
っ
た（
（4
（

。

一
九
一
三
年
九
月
に
は
家
賃
滞
納
で
立
退
き
と
な
っ
た
た
め
、
協
会

は
原
宿
の
黒
板
宅
に
移
り
、
例
会
は
東
京
物
理
学
校
で
開
催
し
た（
（4
（

。

機
関
誌
は
一
九
一
一
年
五
月
か
ら
黒
板
が
編
輯
人
と
な
っ
た
が（
（4
（

、

一
九
一
二
、三
年
は
休
刊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
窮
境
の
中
、
黒
板
は
帰
国
の
年
八
月
に
夏
期
休
暇
を
利
用
し
、
広

島
、
長
府
、
鹿
児
島
、
岡
山
な
ど
西
日
本
各
地
を
巡
っ
て
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
を
宣
伝
、
同
志
と
連
絡
を
取
り（
（4
（

、
翌
年
に
も
遊
説
を
行
っ
た
と

い
う（
（4
（

。
し
ば
ら
く
目
立
っ
た
講
演
は
な
い
が
、
一
九
一
三
年
六
月
に

は
協
会
横
須
賀
支
部
会
主
催
講
演
会
で
中
村
精
男
と
と
も
に
三
〇
〇

名
の
聴
衆
に
熱
弁
を
振
る
う
な
ど（
（4
（

、
頽
勢
の
挽
回
に
つ
と
め
た
。
講

習
会
に
つ
い
て
も
、
一
九
一
〇
年
一
二
月
に
は
東
京
の
芝
分
会
で
講

師
を
務
め（
（4
（

、
一
九
一
二
、三
年
頃
に
は
芝
や
協
会
事
務
所
で
指
導
し

た
と
い
う（
（4
（

。

　
こ
の
時
期
の
逸
話
と
し
て
著
名
な
の
が
警
視
庁
と
逓
信
官
吏
養
成

所
に
お
け
る
講
習
で
あ
る（
（4
（

。
前
者
に
つ
い
て
丸
山
二
郎
は
、「
庁
内

高
級
官
吏
が
エ
ス
語
智
識
の
必
要
を
感
じ
毎
週
水
曜
午
後
幹
事
長
黒

板
博
士
を
聘
し
て
熱
心
に
研
究
し
た
」
も
の
で
、「
内
務
当
局
」
に

よ
る
大
逆
事
件
以
後
の「
社
会
運
動
」へ
の
監
視
の
一
環
で
あ
り
、「
安

心
し
て
そ
の
教
授
に
当
つ
て
欲
し
い
人
」
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
黒

板
だ
っ
た
と
伝
え
る
が（
（5
（

、
小
坂
狷
二
に
よ
る
「
当
時
警
視
庁
の
特
高

係
員
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
対
し
て
誤
解
を
抱
く
の
は
自
ら
や
ら
な
い

か
ら
だ
と
庁
内
に
講
習
会
を
開
か
せ
自
ら
赴
」
い
た
も
の
と
す
る
回

想
も
残
る（
（5
（

。
後
者
は
一
九
一
二
年
の
実
施
で
、
受
講
生
が
減
っ
て
一

人
に
な
っ
て
も
構
わ
ず
出
講
す
る
熱
心
ぶ
り
で
あ
っ
た（
（5
（

。
こ
の
時
期

に
は
黒
板
の
講
習
は
戯
画
化
さ
れ
る
に
至
る（
（5
（

。

　
一
九
一
四
年
六
月
に
は
黒
板
・
中
村
精
男
・
千
布
利
雄
共
著
、
小
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）

坂
・
杉
山
隆
治
補
助
『
大
成
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
和
訳
辞
典
』
が
刊
行
さ

れ
た
が
、
実
際
は
小
坂
、
杉
山
の
筆
に
な
る
ら
し
い（
（5
（

。
一
九
一
五
年

一
月
か
ら
雑
誌
『
中
学
世
界
』
に
黒
板
署
名
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
講
座

が
連
載
さ
れ
た
が（
（5
（

、
こ
れ
は
千
布
の
執
筆
だ
っ
た
ら
し
く
、
同
年
三
、

四
月
に
『
太
陽
』
に
発
表
さ
れ
た
黒
板
の
も
っ
と
も
著
名
な
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
論
「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」
も
、「
千
布

利
雄
氏
の
草
案
を
基
と
し
黒
板
博
士
自
ら
意
見
を
加
へ
添
削
修
正
せ

ら
れ
た
る
も
の
」
だ
っ
た
と
い
う（
（5
（

。
こ
う
し
た
名
義
利
用
に
つ
い
て

小
坂
は
、「
何
し
ろ
世
間
で
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
い
え
ば
黒
板
博
士
、

黒
板
博
士
と
い
え
ば
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
心
得
て
い
た
」
故
と
回
想
す

る（
（5
（

。
　
黒
板
ら
運
動
家
の
努
力
と
社
会
情
勢
が
あ
い
ま
っ
て
、
次
第
に
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
は
復
興
を
迎
え
る
。
黒
板
洋
行
後
に
開
催
し
な
く

な
っ
て
い
た
協
会
大
会
は
一
九
一
六
年
か
ら
復
活
、
黒
板
は
毎
年
参

加
、
講
演
を
行
っ
た
ほ
か（
（5
（

、
各
地
で
弁
舌
を
振
る
っ
た（
（5
（

。
一
九
一
五

年
一
一
月
の
東
京
帝
国
大
学
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
結
成
に
際
し
て
は
相

談
役
に
就
任
し
て
い
る（
（6
（

。

　
当
時
の
協
会
財
政
は
黒
板
の
私
財
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
と
い

い
、
協
会
会
計
と
黒
板
家
の
家
計
の
混
淆
に
よ
る
不
明
瞭
さ
に
は
不

満
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
ら
し
い（
（6
（

。
実
際
、
機
関
誌
で
は
「
協
会
の

欠
損
に
対
し
黒
板
幹
事
長
が
毎
月
多
大
の
補
助
を
さ
れ
る
」
点
が
特

筆
さ
れ（
（6
（

、『
実
業
之
日
本
』
で
は
「
俸
給
の
一
部
を
割
い
て
自
ら
雑

誌
ま
で
発
行
し
て
居
る
が
、
金
の
な
い
時
は
休
刊
し
て
、
金
が
出
来

れ
ば
又
発
行
を
続
け
る
と
云
ふ
有
様
だ
」
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る（
（6
（

。

大
正
期
に
は
次
第
に
若
手
活
動
家
が
運
営
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
も

の
の
、
一
九
一
八
年
に
至
っ
て
も
高
等
学
校
受
験
を
控
え
た
黒
板
の

子
息
・
庚
一
が
雑
誌
発
送
や
会
計
な
ど
の
会
務
を
担
う
有
様
で（
（6
（

、
家

族
経
営
の
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
黒
板
は
次
第
に
運
動
の
第
一
線
か
ら
疎
遠
に
な
っ

て
い
っ
た
。
小
坂
は
、
元
来
の
多
忙
に
聖
徳
太
子
奉
賛
事
業
が
加

わ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
る（
（6
（

。
一
九
二
一
年
の
太
子
一
千
三
百

年
忌
法
要
に
向
け
て
太
子
の
事
蹟
を
宣
揚
す
る
た
め
、
黒
板
ら
は

一
九
一
五
、六
年
頃
か
ら
各
方
面
に
働
き
か
け
、
一
九
一
八
年
に
聖

徳
太
子
一
千
三
百
年
御
忌
奉
賛
会
を
結
成
、
黒
板
は
理
事
と
な
っ
て

そ
の
中
核
を
担
っ
た（
（6
（

。
丸
山
が
「
大
正
五
六
年
頃
か
ら
漸
く
そ
の
第

一
線
か
ら
退
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
す
る
の
は（
（6
（

、
お
そ
ら
く
こ
の

事
業
と
関
連
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
に
伴
い
、
運
動
を
担
う
浅
井
恵
倫

な
ど
の
若
手
運
動
家
と
の
感
情
的
齟
齬
も
重
な
っ
て
い
っ
た（
（6
（

。

第
Ⅲ
期
：「
学
会
革
命
」
と
そ
の
後
（
一
九
一
九
年
～
）

　
一
九
一
九
年
七
月
、支
払
遅
滞
に
よ
る
印
刷
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、

そ
れ
に
伴
う
雑
誌
の
発
行
遅
延
が
発
生
し
た（
（6
（

。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
運
動
復
興
の
時
勢
に
適
し
た
協
会
運
営
が

企
図
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
独
裁
的
な
幹
事
長
職
廃
止
、
幹
事
に
よ
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る
会
計
管
理
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
一
一
月
の
例
会
で
黒
板
は
幹
事
長

職
廃
止
を
了
承
し
た
も
の
の
、
会
計
権
限
の
移
譲
は
拒
否
し
た
と
い

う
。
改
革
が
膠
着
状
態
に
陥
る
な
か
、
黒
板
排
除
の
動
き
が
運
動
家

間
で
加
速
し
て
い
っ
た（
（7
（

。

　
一
二
月
二
〇
日
、
協
会
の
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
黒
板
は
所

用
で
欠
席
で
あ
っ
た（
（7
（

。小
坂
は
協
会
を
存
置
し
た
ま
ま
新
運
動
団
体
・

日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
を
設
立
し
、
以
後
実
務
は
こ
ち
ら
で
行
う

こ
と
を
提
案
し
た
。
一
時
は
紛
糾
し
た
も
の
の
、
従
来
の
諸
問
題
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
で
最
終
的
に
は
提
案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
た（
（7
（

。

　
翌
日
の
『
読
売
新
聞
』
は
、「
多
年
横
暴
」「
万
事
独
断
的
」
な
黒

板
に
憤
慨
し
た
幹
部
に
よ
る
新
団
体
結
成
を
報
じ
、
小
坂
の
「
此
の

問
題
は
黒
板
博
士
が
余
り
に
専
制
的
に
会
計
を
取
扱
つ
て
幹
事
に
干

与
せ
し
め
な
い
為
に
会
が
萎
微
す
る
に
基
因
し
て
ゐ
る
。
吾
々
は
何

度
か
同
博
士
に
会
計
の
公
開
を
迫
つ
た
が
駄
目
だ
つ
た
」
と
い
う
談

話
を
掲
載
し
た（
（7
（

。

　
報
道
の
翌
日
、
黒
板
は
電
話
で
小
坂
を
呼
び
出
し
、
翌
二
三
日
に

小
坂
は
浅
井
同
伴
で
黒
板
宅
を
訪
問
し
た
。
黒
板
は
当
初
反
発
し
た

と
い
う
が
、
小
坂
が
運
動
の
た
め
の
や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
る
と

弁
解
、
黒
板
も
つ
い
に
諒
解
し
「
正
月
は
ま
た
揃
っ
て
遊
び
に
来
た

ま
え
」
と
見
送
っ
た
と
い
う（
（7
（

。
こ
の
一
件
を
小
坂
は
後
年
「
学
会
革

命
」
と
呼
ん
だ（
（7
（

。

　
こ
う
し
て
黒
板
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
の
中
枢
か
ら
排
除
さ
れ
た

が
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ
の
好
意
を
絶
や
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
ま
ず
役
職
を
み
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
一
〇
月
の
大
会
で
学
会
評
議

員（
（7
（

、
一
九
二
二
年
に
結
成
さ
れ
た
東
京
学
生
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
連
盟
で

は
会
長
に
就
任（
（7
（

、
一
九
二
六
年
に
は
学
会
の
財
団
法
人
化
に
伴
い
理

事
と
な
っ
た（
（7
（

。
一
九
三
六
年
に
結
成
さ
れ
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
後

援
会
で
は
発
起
人
と
な
り（
（7
（

、
一
九
三
九
年
に
は
学
会
顧
問
に
就
任
し

て
い
る（
（8
（

。

　
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
大
会
で
は
従
来

と
か
わ
ら
ず
講
演（
（8
（

、
一
九
二
三
年
八
～
九
月
に
岡
山
で
開
催
さ
れ
た

大
会
に
も
出
席
、
大
会
の
名
誉
会
頭
に
推
さ
れ
て
挨
拶
を
し
て
い

る（
（8
（

。
一
九
二
二
年
二
月
に
は
学
校
教
育
で
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
採
用
に

関
す
る
帝
国
議
会
へ
の
請
願
に
名
を
連
ね（
（8
（

、
一
九
二
六
年
一
〇
月
に

は
英
語
の
み
会
議
用
語
に
選
定
し
た
汎
太
平
洋
学
術
会
議
に
対
し
て

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
会
議
用
語
と
す
べ
き
と
す
る
意
見
書
に
名
を
連
ね

た（
（8
（

。
　
丸
山
二
郎
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
～
三
一
年
頃
に
な
っ
て
も
学
会

の
人
間
は
黒
板
を
訪
問
し
、
重
要
問
題
に
対
す
る
助
言
や
協
力
を
求

め
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
な
時
に
黒
板
は
、「
大
分
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
と
も
遠
く
な
つ
た
ね
。
今
僕
が
出
る
の
も
ね
い
」
と
笑
っ
て

い
た
と
い
う（
（8
（

。
一
九
三
七
年
一
一
月
の
大
会
で
は
、「
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
運
動
功
労
者
」
と
し
て
メ
ダ
ル
を
贈
呈
さ
れ
た（
（8
（

。
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黒
板
の
没
後
、
学
会
機
関
誌
に
掲
載
さ
れ
た
小
坂
の
追
悼
文
は
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
の
「
生
み
の
親
た
る
先
生
」
と
黒
板
を
た
た
え

て
い
る（
（8
（

。

二
　
黒
板
勝
美
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論

　
以
上
、黒
板
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
の
か
か
わ
り
を
復
元
整
理
し
た
。

前
述
の
長
期
に
わ
た
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
の
関
係
を
前
提
と
し
て
、

黒
板
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
の
内
容
、
そ
し
て
歴
史
家
黒
板
の
営
為
と
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
の
関
係
性
を
検
討
す
る
。

　
管
見
で
は
、
黒
板
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
は
概
ね
二
期
に
分
け
て
理
解

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

第
Ⅰ
期
：
対
外
交
流
と
海
外
の
日
本
研
究
へ
の
着
目

　
　
　
　
　
　
　
　（
一
九
〇
六
～
一
九
〇
八
年
）

　
一
九
〇
二
年
に
最
初
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
出
会
っ
た
時
、
黒
板
が

何
故
関
心
を
持
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
に
は
、
日

本
人
の
外
国
語
学
習
の
困
難
に
対
す
る
解
決
手
段
、
そ
の
中
立
性
に

よ
る
「
自
国
語
尊
重
」
の
可
能
、
そ
し
て
「
殊
に
専
門
と
し
て
余
が

研
究
し
つ
ゝ
あ
る
日
本
歴
史
の
教
訓
」
な
ど
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を

評
価
し
た
と
回
想
し
て
い
る（
（8
（

。「
教
訓
」
の
具
体
的
内
容
は
明
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、
全
体
の
論
旨
か
ら
「
我
が
国
民
が
昔
か
ら
言
霊
の

さ
き
は
ふ
国
と
称
し
て
居
る
」
と
い
う
「
自
国
語
尊
重
」
的
「
国
民

精
神
」を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
と
は
い
え
あ
く
ま
で
後
年
の
回
想
で
、

留
保
が
必
要
で
あ
る
。

　
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
〇
八
年
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
黒
板
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
論
は
、次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
黒
板
は
同
時
代
を
、

交
通
機
関
の
発
達
な
ど
に
よ
り
各
国
間
の
交
渉
・
交
流
が
緊
密
化
し

た
「
一
つ
の
団
体
」
の
よ
う
な
時
代
と
認
識
す
る（
（8
（

。
し
か
し
、
外
国

語
学
習
の
負
担
や
、
言
語
の
相
違
に
よ
る
不
和
と
い
っ
た
「
国
語
の

相
違
よ
り
生
ず
る
損
害
」
は
全
世
界
的
な
も
の
で
あ
り（
（9
（

、
日
本
に
お

い
て
は
外
国
語
教
育
の
負
担
の
割
に
は
効
果
が
あ
が
ら
な
い
現
実
が

あ
る（
（9
（

。
そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
あ
り
、
人
工
言
語

ゆ
え
の
簡
易
性
に
よ
っ
て
、
学
習
の
負
担
は
他
外
国
語
に
比
べ
て
圧

倒
的
に
軽
減
さ
れ（
（9
（

、特
定
の
国
家
・
民
族
に
属
さ
な
い
中
立
性
に
よ
っ

て
、
各
国
・
各
民
族
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と

も
出
来
る（
（9
（

。エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
導
入
は
、「
世
界
人
類
の
平
和
と
幸
福
」

に
貢
献
す
る
と
い
う
の
で
あ
る（
（9
（

。

　
こ
の
時
期
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
は
、
以
後
に
黒
板
が
言
及
す
る
論

点
を
お
お
む
ね
網
羅
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
の
論
調
で
特
に
注
意

す
べ
き
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、
英
語
に
対
す
る
態
度
で
あ
る
。「
自
国
語
尊
重
」
と
い
う

観
点
に
も
と
づ
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
理
解

が
こ
の
時
期
か
ら
存
在
す
る
こ
と
は
、
ヨ
シ
カ
ワ
が
既
に
指
摘
し
て
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い
る（
（9
（

。
初
期
の
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
に
は
日
露
戦
後
の
〈
一
等

国
〉
意
識
に
も
と
づ
く
国
際
化
の
予
測
が
あ
り（
（9
（

、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
結
び
つ
き
は
、黒
板
と
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

黒
板
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
同
時
代
の
国
家
的
価
値
が
何
ら
矛
盾
し
な

い
と
捉
え
て
い
た
こ
と
は
、
教
育
勅
語
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
訳
を
機

関
誌
に
掲
載
し
た
事
実
が
傍
証
し
て
い
る（
（9
（

。

　
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
黒
板
は
一
般
論
と
し
て
中
立
性
の
意
義
を

語
る
向
き
が
強
く
、英
語
の
流
布
な
ど
へ
の
反
発
に
言
及
し
つ
つ
も
、

反
発
主
体
と
し
て
日
本
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い（
（9
（

。
日
英
同
盟

成
功
の
基
礎
は
日
本
に
お
け
る
英
語
教
育
の
発
達
に
一
因
が
あ
る
と

述
べ
て
言
語
に
よ
る
融
和
の
一
例
と
す
る
な
ど（
（9
（

、
後
年
と
は
著
し
く

趣
を
異
に
し
て
い
る
。「
自
国
語
尊
重
」
へ
の
着
眼
は
、
こ
の
時
期

は
未
だ
強
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
標
準
語
」
に
関
す
る
言
及
も
見
逃
せ
な
い
。
黒
板
は
文

部
省
の
「
標
準
語
」
政
策
を
、「
九
州
の
人
が
奥
州
の
人
に
逢
つ
た

時
に
両
方
通
じ
な
い
不
便
を
救
ふ
為
」
で
、「
地
方
語
」
は
「
強
ひ

て
之
を
根
本
的
に
改
め
る
必
要
は
な
い
」
と
し
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

と
の
構
造
的
同
一
性
を
説
く（
（10
（

。
同
時
代
の
「
標
準
語
」
論
の
理
解
と

し
て
は
心
も
と
な
い
が（
（10
（

、「
地
方
語
」
存
置
派
で
あ
っ
た
こ
と
は
分

か
り
、
こ
の
点
も
後
年
と
相
違
す
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
一
九
二
二
年
の
回
想
で
述
べ
ら
れ
た
「
自
国

語
尊
重
」
的
観
点
に
も
と
づ
く
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ
の
着
目
と
い
う
の

は
多
分
に
後
年
の
脚
色
で
、
当
時
の
黒
板
は
簡
易
性
に
よ
り
重
き
を

置
い
て
い
た
と
評
し
得
る
。
社
会
主
義
者
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
参

画
は
、
外
国
の
労
働
運
動
と
の
連
携
な
ど
対
外
交
流
に
有
効
な
ツ
ー

ル
と
し
て
の
着
眼
ゆ
え
で
あ
る
が（
（10
（

、
少
な
く
と
も
同
時
期
の
黒
板
も

対
外
交
流
重
視
の
見
解
を
示
し
て
い
た
以
上
、
彼
ら
と
の
連
携
は
さ

ほ
ど
違
和
感
が
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
歴
史
家
黒
板
の
営
為
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
は
、
ど
の
よ
う

な
関
係
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
に
よ
る
海
外
へ
の
日
本
史
・
日
本
文
化
普
及
の
企
図
を
ヨ
シ
カ

ワ
が
指
摘
し
て
い
る
が（
（10
（

、
同
時
に
海
外
・
西
洋
人
の
日
本
研
究
へ
の

評
価
と
対
抗
意
識
も
あ
っ
た
。
黒
板
は
、
日
本
人
が
世
界
に
研
究
を

発
表
す
る
こ
と
が
少
な
く
、「
寧
ろ
西
洋
人
が
日
本
の
こ
と
を
研
究

し
て
、
世
界
に
紹
介
す
る
と
云
ふ
や
う
な
奇
観
」
を
呈
し
て
お
り
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
こ
の
状
況
の
改
善
に
資
す
る
と
思
っ
た
の
が
、
そ

の
普
及
を
志
し
た
「
第
一
の
動
機
」
だ
と
述
べ
て
い
る（
（10
（

。『
国
史
の

研
究
』
初
版
の
第
五
章
「
神
代
の
研
究
」
に
お
い
て
、「
小
愛
国
熱
」

「
尚
古
論
者
」
を
原
因
と
す
る
研
究
の
不
振
を
嘆
き
つ
つ
、「
こ
の
自

由
討
究
は
却
つ
て
我
が
国
の
学
者
よ
り
も
外
国
人
が
忌
憚
な
く
行
ひ

得
る
と
い
ふ
有
様
」
と
似
た
調
子
の
発
言
を
し
て
い
る
の
を
み
る

と（
（10
（

、
黒
板
の
念
頭
に
は
神
話
研
究
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
黒
板

は
大
学
院
在
学
中
「
神
代
史
」「
上
代
史
」
研
究
の
必
要
性
を
高
唱（
（10
（

、

一
八
九
九
年
の
「
ス
サ
ノ
ヲ
論
争
」
以
後
の
近
代
的
な
神
話
研
究
の
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胎
動
の
な
か（

（10
（

、
神
話
関
係
の
論
文
を
発
表
し
つ
つ
あ
り（

（10
（

、
マ
ッ
ク
ス
・

ミ
ュ
ラ
ー
流
の
神
話
学
書
を
閲
覧
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（10
（

。
西
洋
古

文
書
学
の
分
類
法
な
ど
、
自
己
の
専
攻
す
る
古
文
書
学
に
お
け
る
外

国
の
学
問
の
受
容
な
ど
も（
（11
（

、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
有
用
性
へ
の
認
識
を

助
け
た
で
あ
ろ
う
。
内
容
に
直
接
的
関
係
は
な
い
も
の
の
、『
国
史

の
研
究
』
初
版
の
第
二
章
「
補
助
学
科
及
び
そ
の
参
考
書
」
の
補
助

学
科
の
先
頭
に
言
語
学
が
置
か
れ
て
い
る
の
は（
（11
（

、
お
そ
ら
く
黒
板
の

「
言
語
」
へ
の
関
心
と
関
連
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

　
な
お
、
こ
の
時
期
の
黒
板
お
よ
び
協
会
は
国
字
改
良
、
特
に
ロ
ー

マ
字
国
字
論
に
賛
同
し
、
ロ
ー
マ
字
導
入
に
際
し
て
の
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
式
綴
方
導
入
を
提
案
し
て
い
た（
（11
（

。
国
字
改
良
へ
の
賛
意
は

一
九
一
三
年
ま
で
み
ら
れ
る
が（
（11
（

、こ
れ
は
ロ
ー
マ
字
化
に
よ
っ
て「
外

国
人
が
日
本
の
書
物
を
見
る
」
場
合
の
利
便
性
へ
の
配
慮
が
あ
り（

（11
（

、

こ
う
い
っ
た
主
張
が
前
述
の
対
外
交
流
、
外
国
の
日
本
研
究
へ
の
態

度
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

第
Ⅱ
期
：「
言
語
」
と
「
民
族
」
の
発
見
（
一
九
一
〇
～
一
九
二
二
年
）

　
帰
国
の
年
、
そ
の
翌
年
に
発
表
さ
れ
た
黒
板
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論

は
、
欧
州
に
お
い
て
見
聞
し
た
言
語
対
立
へ
の
言
及
が
加
わ
っ
た
も

の
も
現
わ
れ
た
も
の
の（
（11
（

、
論
調
に
変
化
が
み
ら
れ
た
と
は
い
い
が
た

い（
（11
（

。
そ
れ
が
見
ら
れ
る
の
は
一
九
一
三
年
六
月
の
講
演
「
海
員
と
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
」
か
ら
で
あ
る
。

　
黒
板
は
同
講
演
で
国
際
関
係
の
緊
密
化
を
説
く
と
同
時
に
、
日
本

が
「
外
国
文
明
の
移
植
」
の
段
階
を
脱
し
て
採
長
補
短
を
実
践
す
る

必
要
を
説
く
。
そ
の
う
え
で
、
世
界
に
お
け
る
「
自
分
の
国
を
愛
す

る
精
神
」
に
も
と
づ
く
「
本
国
の
言
葉
」
尊
重
の
潮
流
を
紹
介
し
、「
愛

国
的
精
神
を
助
長
さ
し
国
民
的
団
結
力
を
増
加
さ
し
て
ゆ
く
に
は

益
々
自
国
語
を
奨
励
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ず
、
一
方
に
国
の
文
明
を
発

展
さ
す
に
は
益
々
外
国
と
の
交
際
を
密
に
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
」
ら
ぬ

と
い
う
「
一
大
矛
盾
」
状
況
の
解
決
の
た
め
、「
自
国
語
を
尊
重
す

る
と
同
時
に
国
際
語
を
併
用
す
る
」、
す
な
わ
ち
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を

採
用
す
る
他
な
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
国
民
間
の
意
思
疎
通
」、
ひ

い
て
は
「
世
界
の
平
和
」
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
述
べ
た（
（11
（

。

　
こ
の
よ
う
な
論
法
の
発
展
型
が
、
一
九
一
五
年
三
、四
月
発
表
の

「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」
で
あ
る（
（11
（

。
前
述
の
通
り

同
論
文
は
千
布
執
筆
、
黒
板
添
削
と
い
う
が
、
内
容
を
確
認
す
る
と

従
来
の
黒
板
の
主
張
や
見
聞
の
集
大
成
で
あ
り
、
従
来
の
黒
板
の
論

を
千
布
が
整
理
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　
同
論
文
は
「
民
族
」「
国
民
」
団
結
の
要
素
と
し
て
「
血
族
関
係
」

「
言
語
」
を
挙
げ
、
言
語
は
国
民
統
合
や
植
民
地
支
配
、
国
力
の
程

度
を
図
る
要
素
で
あ
り
、
現
代
は
西
洋
圏
の
み
な
ら
ず
、
日
露
戦
争

に
よ
っ
て
「
人
種
的
自
覚
」
を
喚
起
さ
れ
た
非
西
洋
圏
で
も
「
民
族

主
義
」
が
発
生
、
そ
の
要
素
た
る
「
言
語
」
が
重
要
な
争
点
と
な
っ

て
い
る
と
す
る
。
日
本
語
は
言
語
学
的
に
欧
米
語
に
劣
ら
ぬ
ば
か
り
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か
、
人
口
増
殖
、
領
土
拡
張
に
よ
っ
て
使
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
「
大

国
語
の
仲
間
入
」
が
出
来
る
域
に
達
し
て
い
る
が
、
現
在
の
日
本
で

は
「
外
国
語
崇
拝
」
が
横
行
、
英
語
が
濫
用
さ
れ
る
嘆
か
わ
し
い
事

態
を
招
い
て
い
る
。
さ
り
と
て
国
際
関
係
、
技
術
・
学
問
の
発
展
の

た
め
に
は
外
国
語
学
習
は
必
須
で
あ
る
が
、
日
本
語
と
欧
米
語
は
差

が
大
き
く
学
習
は
容
易
で
は
な
い
た
め
、
中
立
的
で
簡
易
な
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、一
九
一
三
年
か
ら
一
九
一
五
年
に
か
け
て
、ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
具

体
的
な
英
語
批
判
の
出
現
に
加
え
、〈
方
言
〉
に
関
し
て
も
論
調
が

変
化
、
一
九
〇
六
年
に
「
強
ひ
て
改
め
る
必
要
が
な
い
」
と
述
べ
て

い
た
の
が
、
一
九
一
五
年
に
は
「
日
本
語
も
既
に
多
数
の
方
言
に
分

裂
し
て
ゐ
る
か
ら
、
之
を
統
一
す
る
と
云
ふ
こ
と
は
最
も
急
務
」
と

述
べ
る
に
至
っ
て
い
る（
（11
（

。

　
こ
う
い
っ
た
論
調
の
転
換
の
背
景
と
し
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の

が
洋
行
体
験
で
あ
る
。

　
黒
板
は
洋
行
に
よ
っ
て
欧
米
に
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
こ
と
を
再
確

認
し
て
お
り（
（12
（

、
そ
れ
は
学
問
分
野
に
も
及
ん
だ
。「
海
員
と
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
」
で
は
、「
日
本
歴
史
中
の
一
小
範
囲
」
の
研
究
に
お
い
て

す
ら
「
外
国
の
事
柄
に
通
じ
て
之
を
利
用
す
る
こ
と
が
最
必
用
」
と

述
べ
て
い
る（
（12
（

。
黒
板
は
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
言
し
な
い
が
、
欧
米

の
文
書
館
や
博
物
館
、
史
蹟
保
存
関
係
の
施
策
、
考
古
学
的
調
査
へ

の
注
目
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り（
（12
（

、
古
文
書
学
関
係
で
は
、
欧
州
の

敦
煌
文
書
・
美
術
品
研
究
を
帰
国
後
に
日
本
の
学
界
に
紹
介
し
て
い

る（
（12
（

。
こ
う
し
た
体
験
が
従
来
か
ら
の
対
外
交
流
志
向
を
継
続
、
強
化

し
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
一
二
年
に
結
成
さ
れ
た
東
京
帝
大
の
西
洋

史
教
官
を
中
心
と
し
た
研
究
会
・
読
史
会
へ
の
参
加
は
、
こ
う
し
た

志
向
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
い
え
る（
（12
（

。

　
こ
う
し
た
着
目
の
背
後
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
植
民
地
主
義
が

あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が（
（12
（

、こ
れ
と
関
連
し
て
各
国
・

各
地
に
お
け
る
「
国
語
」
尊
重
の
動
向
へ
の
着
眼
が
あ
っ
た
。
洋
行

中
、
黒
板
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ

語
と
マ
ジ
ャ
ー
ル
語
の
対
立（
（12
（

、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
英
語
と
ア
ラ
ビ

ア
語
の
対
立（
（12
（

、
ト
ル
コ
に
お
け
る
諸
言
語
の
対
立
状
況
な
ど
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
る（

（12
（

。
こ
の
洋
行
で
国
家
・
民
族
の
独
立
、
一
体
性

や
国
力
と
〈
国
語
〉
尊
重
の
関
連
性
を
強
く
認
識
し
た
こ
と
は
疑
い

な
く
、こ
の
時
の
見
聞
が
「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」

な
ど
に
生
か
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、『
西
遊
二
年
欧
米
文
明
記
』（
一
九
一
一
年
）
に
代
表

さ
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
洋
行
談
の
出
現
と
比
較
し
て
、

一
九
一
三
年
に
至
る
ま
で
そ
の
論
調
に
変
化
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
に

は
、
単
に
論
理
の
再
構
成
に
時
間
を
要
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
、

他
の
要
因
を
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
こ
の
点
、
注
意
す
べ
き
は
一
九
一
〇
年
か
ら
一
一
年
に
か
け
て
の
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大
逆
事
件
で
あ
る
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
へ
の
社
会
主
義
者
の
参
画

は
世
間
の
警
戒
感
を
生
ん
だ
が
、
大
逆
事
件
は
こ
の
流
れ
を
決
定
的

に
し
た
。
ヨ
シ
カ
ワ
は
丸
山
の
回
想
に
依
拠
し
、
警
視
庁
へ
の
出

講
を
社
会
主
義
者
対
策
、「
反
リ
ベ
ラ
ル
体
制
へ
の
協
力
」
と
す
る（
（12
（

。

し
か
し
、
小
坂
の
回
想
や
当
時
の
運
動
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
勘

案
す
れ
ば
こ
の
評
価
は
一
面
的
に
過
ぎ
よ
う
。
黒
板
に
と
っ
て
は
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
は
社
会
主
義
運
動
と
は
異
な
り
、
同
時
代
の
国

家
的
価
値
と
何
ら
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
積
極
的
に
示
す

必
要
が
あ
り
、そ
れ
は
黒
板
に
と
っ
て
誇
張
や
隠
蔽
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
警
視
庁
へ
の
出
講
は
得
難
い
好
機
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
の
確
立
に

は
追
い
風
が
吹
い
て
い
た
。
ヨ
シ
カ
ワ
は
、
一
次
大
戦
開
戦
に
よ
っ

て
生
じ
た
日
本
知
識
人
の
欧
米
に
対
す
る
懐
疑
的
傾
向
と
黒
板
の
英

語
批
判
を
関
連
づ
け
る
が（
（13
（

、
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
「
民
族
主

義
」
の
高
揚
も
黒
板
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
の
変
化
を
下
支
え
し
て
い

た（
（13
（

。
一
九
一
〇
年
代
に
英
語
（
教
育
）
批
判
が
拡
大
、
一
九
一
六
年

に
は
大
岡
育
造
に
よ
る
中
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
全
廃
論
が
登
場

し
て
お
り（
（13
（

、
一
九
一
五
年
に
は
遠
藤
吉
三
郎
が
日
本
に
お
け
る
英
語

の
流
通
を
「
英
領
」
的
と
批
判
し
た（
（13
（

。
黒
板
は
「
国
語
の
擁
護
を
論

じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」
に
お
い
て
遠
藤
論
文
を
評
価
、
そ
の
論
法
を

利
用
し
て
お
り（
（13
（

、
当
時
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
界
で
活
躍
し
て
い
た
「
英
語

亡
国
」
が
持
論
の
高
橋
邦
太
郎
も
遠
藤
論
文
や
黒
板
論
文
に
呼
応（
（13
（

、

黒
板
も
ま
た
高
橋
を
評
価
し
つ
つ
、「
外
国
語
崇
拝
」
一
掃
を
求
め

た（
（13
（

。
　
こ
の
よ
う
に
み
て
み
る
と
、
洋
行
と
大
逆
事
件
と
い
う
二
大
事

件
、
そ
し
て
同
時
代
の
状
況
を
背
景
と
し
て
、
一
九
一
三
年
か
ら

一
九
一
五
年
に
か
け
て
の
変
化
が
起
こ
っ
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
論
調
の
転
換
に
と
も
な
っ
て
、
歴
史
家
黒
板

に
新
た
な
動
向
が
生
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
、「
言
語
」
と
そ
れ
が
支

え
る
「
民
族
」
へ
の
着
目
で
あ
る
。

　
こ
の
意
味
で
、
一
九
〇
八
年
刊
行
の
初
版
を
増
補
改
訂
し
た

一
九
一
三
年
刊
行
の
『
国
史
の
研
究
』
総
説
の
部
に
お
け
る
第
六

章
「
国
号
と
民
族
」
の
新
設
は
目
を
引
く
。
同
章
の
「
民
族
」
部
分

は
初
版
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
民
族
起
源
論
の
整
理
で
あ
る
が
、
同

章
の
「
我
か
国
史
かマ
マ

国
民
そ
の
も
の
ゝ
歴
史
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ（

（13
（

」、

あ
る
い
は
第
五
章
「
国
史
の
範
囲
」
に
お
け
る
「
我
が
国
史
は
我
が

国
土
の
歴
史
で
は
な
い
、
我
々
日
本
国
民
の
歴
史
で
あ
る
。
我
が
国

の
領
有
に
な
ら
な
く
て
も
、
我
が
国
民
の
雄
飛
す
る
舞
台
は
ま
た
実

に
国
史
に
於
け
る
地
理
的
範
囲
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
っ
た

主
張
が
注
意
さ
れ
る（
（13
（

。

　「
民
族
」
が
よ
り
明
確
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
理
由
と
し
て
は
、

韓
国
併
合
と
い
う
日
本
「
民
族
」
論
や
国
体
論
の
再
編
成
が
求
め
ら

れ
る
事
態
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
ろ
う
し（
（13
（

、
二
〇
世
紀
初
頭
の
日
本

の
歴
史
家
に
お
け
る
日
本
「
民
族
」
の
固
有
性
・
特
殊
性
証
明
と
い
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う
課
題
を
指
摘
す
る
論
者
も
あ
る
が（

（14
（

、黒
板
固
有
の
文
脈
で
み
れ
ば
、

「
従
来
、
国
と
い
ふ
も
の
は
土
地
を
離
れ
て
は
存
在
し
な
い
と
考
へ

て
ゐ
た
の
が
、
民
族
が
あ
れ
ば
茲
に
国
が
あ
る
と
い
ふ
や
う
な
思
想

に
ま
で
な
つ
て
来
た
」
と
い
う
「
民
族
主
義
」
理
解
と
関
連
す
る
こ

と
は
、「
国
民
」「
民
族
」
の
混
用
は
あ
る
と
は
い
え
、
容
易
に
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る（
（14
（

。
右
の
『
国
史
の
研
究
』
総
説
の
部
の
記
述
は
『
更

訂
国
史
の
研
究
』
総
説
（
一
九
三
一
年
）
に
引
き
継
が
れ
、
ア
ジ
ア

に
お
け
る
日
本
の
勢
力
圏
拡
大
に
伴
う
国
史
研
究
の
範
囲
拡
大
に
対

す
る
「
理
論
的
根
拠
」
の
提
供
と
さ
れ
る
が（
（14
（

、
そ
の
背
後
に
黒
板
の

「
民
族
主
義
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　「
民
族
」
の
構
成
要
素
た
る
「
言
語
」
へ
の
着
目
は
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
論
と
直
結
し
て
お
り
、
象
徴
的
事
例
は
同
時
期
の
聖
徳
太
子
論
に

み
ら
れ
る
。
一
九
一
七
年
、
和
田
英
松
が
『
翰
苑
』
所
引
の
括
地
志

の
記
載
を
も
と
に
、
冠
位
十
二
階
の
呼
称
が
「
国
語
」
で
唱
え
ら
れ

た
可
能
性
を
唱
え
る
と（
（14
（

、黒
板
は
和
田
論
文
を
も
と
に
「
国
語
尊
重
」

を
太
子
の
事
蹟
の
一
つ
と
し
て
称
揚
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
は

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
に
お
け
る
「
外
国
語
崇
拝
」
批
判
が
そ
の
ま
ま
の

形
で
繰
返
さ
れ
、「
国
語
尊
重
」
者
と
し
て
の
太
子
像
が
強
調
さ
れ

た（
（14
（

。
　
さ
て
、
一
九
一
〇
年
代
の
黒
板
は
朝
鮮
へ
の
関
心
を
深
め
、
同
地

の
史
蹟
保
存
・
歴
史
編
纂
へ
の
関
与
を
開
始
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た

営
為
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
黒
板
の
講
演
「
海
員
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
は
、
日
本
人
は
積
極
的

に
海
上
に
進
出
、「
太
平
洋
だ
け
は
是
非
共
日
本
の
占
有
に
し
、
少

く
と
も
欧
米
の
海
を
互
の
交
通
場
と
す
る
だ
け
の
覚
悟
」
が
必
要

と
説
き
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
そ
の
た
め
に
も
有
用
と
説
い
た
。「
国

語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」
は
、「
未
開
野
蛮
の
語
が
文

明
人
の
言
語
に
圧
倒
せ
ら
る
ゝ
こ
と
は
当
然
」
と
し
な
が
ら
、
日
本

語
は
使
用
者
数
が
西
洋
諸
国
の
そ
れ
に
比
し
て
劣
ら
ぬ
の
み
か
、
人

口
増
殖
、
領
土
拡
張
に
よ
っ
て
使
用
者
数
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
と
評

し（
（14
（

、
外
国
語
を
排
し
て
日
本
語
の
み
を
使
用
す
る
「
日
本
語
主
義
」

を
空
論
と
し
つ
つ
も
、「
手
近
い
朝
鮮
と
か
台
湾
と
か
日
本
の
領
土

内
に
確
乎
日
本
語
を
扶
植
」
す
る
こ
と
は
推
奨
し
た（
（14
（

。
黒
板
が
学
習

の
必
要
を
認
め
る
の
は
英
、
独
、
仏
、
露
、
西
、
伊
、
中
国
語
と
い
っ

た
「
世
界
の
大
国
語
」
で
あ
っ
た（
（14
（

。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
黒
板
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
は
英
語
を
中
心
と
す

る
欧
米
諸
言
語
へ
の
対
抗
の
色
彩
が
濃
く
、「
外
国
語
」
を
論
じ
つ

つ
、「
我
が
国
に
於
け
る
欧
洲
語
問
題
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
こ

と
は
象
徴
的
で
あ
る（
（14
（

。
弱
肉
強
食
的
国
際
言
語
秩
序
の
な
か
で
、
日

本
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
用
い
て
欧
米
列
強
の
言
語
的
優
勢
を
挫
き
つ

つ
、「
手
近
」
な
地
域
へ
の
日
本
語
「
扶
植
」
に
よ
る
勢
力
拡
大
が

望
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
論
理
を
踏
ま
え
れ
ば
、
黒
板
が
植

民
地
政
策
に
関
与
し
、
朝
鮮
人
の
日
本
式
姓
名
へ
の
改
変
と
日
本
語
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普
及
を
主
張
し
た
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う（

（14
（

。

　
第
一
次
世
界
大
戦
が
終
結
後
、
黒
板
は
二
つ
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

論
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
改
造
さ
れ
た
る
世
界
の
要
求
」

（
一
九
二
〇
年
）
は
、
戦
後
の
「
民
族
主
義
」
世
界
は
勃
発
前
に
生

じ
た
「
大
き
な
運
動
、
大
き
な
思
想
」
の
発
現
と
し
、
そ
の
一
つ
は

日
露
戦
争
の
勝
利
な
ど
に
よ
っ
て
「
欧
羅
巴
全
能
の
思
想
」
を
破
壊

し
て
非
西
洋
諸
民
族
を
覚
醒
さ
せ
た
日
本
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
が
、

「
自
国
語
を
尊
重
す
る
」
点
で
「
民
族
主
義
が
宣
明
せ
ら
れ
」
た
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
。
黒
板
は
、「
あ
の
大
戦
争
で
欧
羅
巴

の
軍
国
主
義
、
帝
国
主
義
が
破
れ
て
、
卒
か
に
民
族
主
義
が
出
た
と

思
ふ
の
は
間
違
」
い
で
、
大
戦
は
「
従
来
の
欧
羅
巴
全
能
思
想
に
対

す
る
世
界
的
外
科
療
法
」
と
す
る
。

　「
民
族
」の
構
成
要
素
た
る「
血
液
」「
信
仰
」「
言
語
」を
世
界
で
も
っ

と
も
よ
く
備
え
た
日
本
は
、
標
準
語
確
立
や
難
解
な
造
語
の
制
限
に

よ
っ
て
「
言
語
」
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め
つ
つ
、「
血
液
」「
信
仰
」

を
同
じ
く
出
来
な
い
世
界
に
お
い
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
い
う「
言
語
」

に
よ
っ
て
「
精
神
的
国
際
連
盟
」
を
樹
立
し
、「
民
族
と
し
て
の
活

動
と
共
に
世
界
の
人
類
と
し
て
の
活
動
」
を
な
す
こ
と
が
責
務
だ
と

す
る（
（15
（

。
こ
の
論
旨
は
、
黒
板
が
発
表
し
た
最
後
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論

「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
感
想
」（
一
九
二
二
年
）
に
お
い
て
も
繰

返
さ
れ
た（
（15
（

。

　
こ
こ
に
至
っ
て
、
非
西
洋
圏
を
「
覚
醒
」
さ
せ
た
日
本
と
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
の
発
明
と
が
、
と
も
に
大
戦
後
の
「
民
族
主
義
」
の
淵
源
と

し
て
併
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
日
露
戦
争
評
価
は
「
国
語
の
擁
護
を

論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」
の
段
階
で
現
わ
れ
て
は
い
た
が
、「
民
族

主
義
」
が
世
界
に
顕
在
化
す
る
な
か
、
黒
板
は
改
め
て
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
と
日
本
に
よ
る
非
西
洋
圏
の
「
覚
醒
」
を
併
置
し
、「
民
族
主
義
」

世
界
に
お
け
る
そ
の
正
当
性
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
論
文
に
は
、
以
前
示
さ
れ
た
弱
肉
強
食
的
国
際
言
語
秩

序
観
や
、
日
本
語
「
扶
植
」
論
は
表
面
に
現
わ
れ
て
お
ら
ず
、
齋
藤

は
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
感
想
」
に
も
と
づ
き
、
黒
板
の
諸
言

語
尊
重
や
公
平
な
国
際
関
係
構
築
へ
の
視
座
を
指
摘
す
る（
（15
（

。
し
か

し
、
前
述
の
日
本
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
併
置
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、

黒
板
に
お
け
る
近
代
日
本
の
歩
み
へ
の
批
判
的
視
座
は
希
薄
で
あ

る
と
み
ら
れ
、
齋
藤
の
よ
う
な
理
解
が
成
り
立
つ
か
は
疑
わ
し
い
。

一
九
二
〇
年
代
に
入
り
、
黒
板
が
朝
鮮
に
お
け
る
史
蹟
保
存
・
歴
史

編
纂
に
一
層
関
与
し
て
い
っ
た
こ
と
は
一
つ
の
象
徴
的
事
例
と
い
え

よ
う（
（15
（

。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
黒
板
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
関
係
を
復
元
整
理
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
を
検
討
し
て
き
た
。
以
下
、
結
論

を
ま
と
め
つ
つ
、
結
び
と
し
た
い
。



－  186  －－  187  －

史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

　
ま
ず
、
本
稿
で
は
従
来
運
動
史
に
依
拠
し
て
き
た
黒
板
と
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
と
の
関
係
を
、
同
時
代
の
運
動
資
料
の
悉
皆
調
査
に
も
と
づ

き
改
め
て
検
証
し
た
。
黒
板
は
一
九
〇
二
年
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
出

会
い
、
一
九
〇
五
年
か
ら
再
び
関
心
を
深
め
、
一
九
〇
六
年
か
ら
本

格
的
な
運
動
体
・
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
を
組
織
し
そ
の
中
核
と

な
っ
た
。
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
〇
年
に
か
け
て
の
洋
行
の
後
、

衰
退
し
た
協
会
を
建
て
直
す
べ
く
運
動
を
続
け
た
が
、
多
忙
に
よ
る

疎
遠
と
個
人
経
営
的
な
協
会
運
営
が
原
因
と
な
り
、
一
九
一
九
年
に

運
動
か
ら
排
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
へ
の
好
意
は
消

え
ず
、一
九
二
〇
年
代
以
降
も
運
動
に
協
力
し
続
け
た
の
で
あ
っ
た
。

　
次
に
、
黒
板
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
尹
、

齋
藤
に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
存
在
、
特
に
ヨ
シ
カ
ワ
に
よ
っ

て
反
英
米
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
貫
性
、
日
本
史
・
日
本
文
化

普
及
の
意
図
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
見
え

て
き
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
あ
る
。
ま
ず
、
運
動
初
期
に
お

い
て
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
る
中
立
性
へ
の
評
価
は
比
較
的

微
弱
で
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
簡
易
性
を
生
か
し
た
対
外
交
流
に
よ
り

注
目
し
て
お
り
、
歴
史
家
と
し
て
は
日
本
史
・
日
本
文
化
の
海
外
普

及
と
同
時
に
、
欧
米
の
日
本
研
究
へ
の
評
価
と
対
抗
が
そ
の
意
図
に

あ
っ
た
。
し
か
し
、洋
行
と
大
逆
事
件
、一
次
大
戦
へ
の「
民
族
主
義
」

的
理
解
と
い
っ
た
諸
要
因
か
ら
、
黒
板
は
「
自
国
語
尊
重
」
を
掲
げ

て
英
語
な
ど
の
欧
米
言
語
の
覇
権
性
を
批
判
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
を

中
立
性
重
視
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
性
質
に
再
編
し
た
。
そ

の
な
か
で
歴
史
家
黒
板
が
発
見
し
た
の
が
、「
言
語
」
と
、
そ
れ
が

支
え
る
「
民
族
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
意
識
し
た
歴
史
叙
述
、
そ
れ

を
守
っ
た
歴
史
や
人
物
の
顕
彰
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
一
方
、
黒
板
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
論
は
弱
肉
強
食
的
な
国
際
言
語
秩
序
観
や
周
辺
地
域
へ

の
日
本
語
「
扶
植
」
論
な
ど
、
対
欧
米
の
論
理
と
し
て
の
色
彩
が
濃

く
、
朝
鮮
支
配
へ
の
関
与
と
齟
齬
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
や
が

て
一
次
大
戦
が
終
結
す
る
と
、
黒
板
は
「
民
族
主
義
」
的
潮
流
の
淵

源
と
し
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
日
露
戦
争
に
よ
る
非
西
洋
圏
の「
覚
醒
」

を
併
記
、
戦
後
世
界
に
お
け
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
意
義
を
再
強
調
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
黒
板
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
は
、
若
井
敏
明
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
「
同
居
」
と
い
う
表
現
で
理
解
す

る
こ
と
は
確
か
に
可
能
で
は
あ
る
が
、
若
井
が
引
用
し
た
羽
仁
五
郎

の
よ
う
な（
（15
（

、
あ
る
い
は
齋
藤
の
よ
う
な
〈
理
想
主
義
〉
的
理
解
は
妥

当
と
は
い
え
ま
い
。
黒
板
に
と
っ
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
近
代
日
本

と
そ
の
対
外
政
策
と
矛
盾
す
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
明

言
こ
そ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
運
動
初
期
に
お
い

て
も
存
在
し
て
い
た
と
み
ら
れ
よ
う
。

　
歴
史
家
黒
板
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
体
験
に
よ
っ
て
発
見
し
た「
言
語
」

と
「
民
族
」
は
、
こ
れ
以
後
の
研
究
や
教
化
的
言
説
に
引
き
継
が
れ

て
い
っ
た（
（15
（

。
こ
の
点
は
改
め
て
論
じ
た
い
。
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註（１
）  
黒
板
の
研
究
動
向
に
関
し
て
は
、
廣
木
尚「
日
本
近
代
史
学
史

研
究
の
現
状
と
黒
板
勝
美
の
位
置
」（『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所

年
報
』
一
四
・
一
五
、二
〇
一
六
年
）
に
よ
る
整
理
が
あ
り
、
先
行

研
究
に
関
し
て
は
同
論
に
譲
る
。
黒
板
の
初
の
評
伝
的
研
究Lisa 

Y
oshikaw

a, M
aking H

istory M
atter : K

uroita K
atsum

i 
and the C

onstruction of Im
perial Japan , H

arvard 
U

niversity Press A
sia C

enter, 2017.

は
こ
う
い
っ
た
研
究
動

向
の
集
大
成
と
評
し
得
る
。
同
書
に
つ
い
て
は
、
著
者
に
よ
る
要
約

で
あ
る
ヨ
シ
カ
ワ
・
リ
サ「
近
代
日
本
の
国
家
形
成
と
歴
史
学 

黒
板

勝
美
を
通
じ
て
」（『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
前
掲
号
）
及

び
拙
稿「
書
評 YO

SH
IK

A
W

A
, Lisa M

aking H
istory M

atter 
: K

uroita K
atsum

i and the C
onstruction of Im

perial 
Japan

」（『
史
苑
』
七
八
―
一
、二
〇
一
八
年
）。

（
２
）
石
井
進「
黒
板
勝
美
」（
今
谷
明
他
編『
20
世
紀
の
歴
史
家
た
ち（
２
）

日
本
編（
下
）』〈
刀
水
書
房
、
一
九
九
九
年
〉）
八
九
～
九
四
頁
。

（
３
）
高
木
博
志
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
と
の
関
係
を「
リ
ベ
ラ
ル
な

イ
メ
ー
ジ
」
の
一
例
と
す
る（『
陵
墓
と
文
化
財
の
近
代
』〈
山
川
出

版
社
、
二
〇
一
〇
年
〉
六
八
頁
）。
李
成
市
は
黒
板
の
植
民
地
支
配

と
の
関
係
を
問
い
つ
つ
、「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
日
本
代
表
に
も
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
人
で
は
な
い
」
と
述
べ
る（
大
日
方
純

夫「
総
合
討
論
」〈
平
成
一
二
年
度
早
稲
田
大
学
史
学
会
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム「
植
民
地（
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
）
と
近
代
歴
史
学
」〉〈『
史
観
』

一
四
四
、二
〇
〇
一
年
〉
一
五
〇
頁
）。

（
４
）
野
崎
晃
市「
明
治
時
代
の
知
識
人
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」（『
宗
教
学
・

比
較
思
想
学
論
集
』
六
、二
〇
〇
三
年
）、
臼
井
裕
之「
北
一
輝
の〈
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
採
用
論
〉
に
見
る
近
代
日
本
の〈
英
語
問
題
〉〈
国
語
問

題
〉」（『
ス
ピ
ー
チ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
』
二
〇
、二
〇
〇
七

年
）、
佐
谷
眞
木
人『
民
俗
学
・
台
湾
・
国
際
連
盟
　
柳
田
國
男
と
新
渡

戸
稲
造
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）
一
〇
一
―
一
〇
六
頁
ほ
か
。

（
５
）
丸
山
二
郎「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
」（
黒
板
博
士
記
念
会
編『
古
文
化
の

保
存
と
研
究
』〈
同
会
、
一
九
五
三
年
〉）
四
二
七
頁
。

（
６
）
羽
仁
五
郎『
私
の
大
学
』（
講
談
社
、
一
九
六
六
年
）
一
五
一
頁
。

（
７
）
若
井
敏
明『
平
泉
澄
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、二
〇
〇
六
年
）
三
五
頁
。

（
８
）
尹
智
煐「
１
９
３
０
年
代
の
日
本
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
と
国
際
関

係
」（『
相
関
社
会
科
学
』
一
九
、二
〇
〇
九
年
）
七
八
―
七
九
頁
。

（
９
）
齊
藤
智
志『
近
代
日
本
の
史
蹟
保
存
事
業
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
』（
法

政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年
）
二
三
五
頁
註
⑾
。

（
10
）Yoshikaw

a, op.cit (note 1), pp.79-83,114-115,129,186.

（
11
）
一
九
〇
七
年
か
ら
運
動
に
参
入
し
、
黒
板
の
下
で
運
動
に
従
事

し
た
小
坂
狷
二（
一
八
八
八
～
一
九
六
九
）
が
執
筆
し
た
日
本
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動

史
料
Ｉ
』（
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
、

一
九
五
六
年
）
は
も
っ
と
も
詳
細
・
正
確
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
は

多
く
こ
れ
に
拠
る
。

（
12
）同
記
事
は
長
崎
の
教
員
・
ミ
ス
レ
ル
の
執
筆
。
深
堀
義
文
・
勝
田
基
平
・

盛
脇
保
昌
・
島
田
素
直
編『
117
年
間
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
　
長
崎
と
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
』（
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
、
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
頁
に
同

記
事
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
黒
板「
世
界
語（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）」（『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
六
年
五

月
一
六
日
付
朝
刊
五
面
）、
黒
板「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
感
想
」

（『
改
造
』
四
―
八
、一
九
二
二
年
）
一
〇
三
―
一
〇
五
頁
。

（
14
）
堺
利
彦「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
話
」（『
直
言
』
二
―
八
、一
九
〇
五
年
）
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三
頁
。
黒
板
と
堺
、
幸
徳
秋
水
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
開
始
以
前
、

一
九
〇
四
年
に
は
交
友
が
あ
っ
た（「
平
民
日
記（
一
）」〈
川
口
武
彦
編

『
堺
利
彦
全
集
』三
、法
律
文
化
社
、一
九
七
〇
年
〉三
五
八
、三
六
一
頁
、

「
黒
板
勝
美
博
士
に
あ
て
た
幸
徳
秋
水
の
絵
葉
書
」〈『
日
本
歴
史
』

二
〇
六
、一
九
六
五
年
〉
六
五
頁
）。
な
お
小
坂
狷
二
は
、「
高
島
米

峰
、
堺
枯
川
、
黒
板
勝
美
は
当
時
新
人trio

と
称
さ
れ
た
親
友
」
と

回
想
す
る（「
運
動
の
統
帥
黒
板
博
士（
１
）」〈『V

erda Sanatorio

』

二
九
、一
九
六
五
年
〉
四
頁
）。

（
15
）
前
掲
黒
板（
註
13
）「
世
界
語（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）」、
同「
世
界
語（
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
）（
承
前
）」（『
読
売
新
聞
』
一
九
〇
六
年
五
月
一
七
日

付
朝
刊
五
面
）。

（
16
）「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
史（
一
）」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
一

―
一
、一
九
〇
六
年
）
三
頁
。

（
17
）
同
前
。

（
18
）「
評
議
員
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』一
―
二
、一
九
〇
六
年
）一
二
頁
。

（
19
）「
大
会
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
臨
時
増
刊
号
、
一
九
〇
六
年
）

一
一
頁
、「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
第
一
回
大
会
」（『
同
』
一
―
四
、

一
九
〇
六
年
）二
頁
、「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
第
二
回
大
会
」（『
同
』

二
―
九
、一
九
〇
七
年
）
五
頁
。
第
二
回
大
会
で
は
病
気
の
た
め
、
出

席
は
し
た
も
の
の
司
会
は
高
楠
順
次
郎
に
譲
っ
た
。

（
20
）「
内
国
消
息
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
一
―
五
、一
九
〇
六
年
）

一
一
頁
、「
内
国
消
息
」（『
同
』
一
―
七
、一
九
〇
七
年
）
一
一
頁
、「
内

国
消
息
」（『
同
』
一
―
八
、一
九
〇
七
年
）
六
頁
、「
内
国
消
息
」（『
同
』

二
―
三
、一
九
〇
七
年
）
一
五
頁
、「
内
国
消
息
」（『
同
』
二
―
四
、

一
九
〇
七
年
）
一
六
頁
。

（
21
）「
内
国
消
息
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
一
―
六
、一
九
〇
七
年
）

一
一
頁
。

（
22
）「
内
国
消
息
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
二
―
三
、一
九
〇
七
年
）

一
五
頁
。

（
23
）「
内
国
消
息
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』一
―
八
、一
九
〇
七
年
）六
頁
、

「
内
国
消
息
」（『
同
』
二ｰ

六
、一
九
〇
七
年
）
一
三
頁
、「
内
国
消
息
」

（『
同
』
二
―
九
、一
九
〇
七
年
）
一
二
頁
。

（
24
）
上
村
観
光
は
、
黒
板
か
ら「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ドマ

マ

協
会
の
為
め
御
尽

力
を
仰
ぐ
」
な
ど
と
記
さ
れ
た「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ドマ

マ

会
特
製
の
画

は
が
き
」
を
受
け
取
っ
て
い
る（
閑
堂
生「
諸
星
消
息
」〈『
禅
宗
』

一
四
二
、一
九
〇
七
年
〉
七
六
頁
）。
ま
た
富
岡
謙
蔵
は
一
九
〇
六
年

に
夫
婦
で
協
会
に
入
会
し
た
が（「
会
員
名
簿（
二
）」〈『
日
本
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
』
一
―
二
、一
九
〇
六
年
〉
一
一
頁
）、
神
田
喜
一
郎
は
こ
れ

を
黒
板
の
影
響
と
す
る（『
敦
煌
学
五
十
年
』〈
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇

年
〉
一
五
四
頁
）。

（
25
）
黒
板
は
洋
行
前
、
田
中
光
顕
に
面
会
し
た
際
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
会
話
し
た
と
回
想
す
る
。「
日
本
に
は
既
に
立

派
な
国
語
が
あ
る
以
上
他
に
新
に
日
本
語
を
作
る
必
要
は
な
い
。
が

而
し
、
外
国
人
に
対
し
対
等
の
態
度
を
以
て
交
際
す
る
時
に
当
つ
て
、

其
言
語
に
、
其
文
書
に
世
界
共
通
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
以
て
す
る
が

よ
い
。
現
今
の
日
本
に
於
て
は
之
を
必
要
と
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る

が
、
近
き
将
来
に
於
て
そ
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
事
で
あ
ろ
う
と
信
じ

て
ゐ
る
と
の
趣
意
を
お
話
し
す
る
と
、
伯
は
夫
は
洵
に
面
白
い
意
見

で
あ
る
、
及
ば
ず
な
が
ら
自
分
も
一
臂
の
力
を
添
へ
よ
う
と
言
は
れ

た
。
爾
来
今
日
に
至
る
ま
で
尠
な
か
ら
ざ
る
援
助
を
辱
う
し
て
ゐ
る

次
第
で
あ
る
」（「
学
芸
の
守
護
者
」〈
富
田
幸
次
郎
編『
田
中
青
山
伯
』

（
青
山
書
院
、
一
九
一
七
年
）〉
五
八
二
頁
）。
こ
こ
に
は
具
体
的
な
協

会
と
の
関
係
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
〇
八
年
三
月
に
は
田
中

を
名
誉
会
員
に
迎
え
た
と
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
黒
板
の
勧
奨
が
入
会
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黒
板
勝
美
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
（
渡
邉
）

の
き
っ
か
け
と
み
ら
れ
る（「
本
会
名
誉
会
員
」〈『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
』
三
―
二
・
三
、一
九
〇
八
年
〉
三
〇
頁
）。

（
26
）
黒
板
は
、
一
九
〇
七
年
二
月
に
平
民
社
編
集
局
を
訪
れ
、
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
の
本
を
翻
訳
し
て『
平
民
新
聞
』
の
記
事
に
提
供
し
た
と
い
う

（「
平
民
日
記（
三
）」
前
掲
川
口
編（
註
14
）
四
〇
七
頁
）。

（
27
）「
横
浜
支
部
会
告
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
二
―
三
、一
九
〇
七

年
）
二
二
頁
。「
東
京
支
部
講
習
会
」「
三
田
講
習
会
」（『
同
』
二
―
九
、

一
九
〇
七
年
）
二
四
頁
、
速
水
信
宗「
協
会
横
浜
支
部
の
思
ひ
出
そ
の

他
」（『La R

evuo O
rienta

』
一
七
―
六
、一
九
三
六
年
）
三
八
頁
。

（
28
）「
内
国
消
息
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
二
―
一
、一
九
〇
七
年
）

一
二
頁
。

（
29
）
山
鹿
泰
治「
数
々
の
思
い
出
」（『La Revuo O

rienta

』
一
七
―
六
、

一
九
三
六
年
）
九
二
頁
。

（
30
）
小
坂
狷
二「
黒
板
先
生
の
思
出
」（『La R
evuo O

rienta

』
二
六

―
三
、一
九
四
七
年
）
一
頁
。

（
31
）
同
大
会
の
様
子
に
関
し
て
は
、
日
本
政
府
代
表
と
し
て
出
席
し
た

新
村
出「
チ
ロ
ル
の
女
―
ド
レ
ス
デ
ン
日
記
よ
り
―
」（『
心
』
六
―
四
、

一
九
五
三
年
）、
同「
チ
ロ
ル
の
女（
二
）
―
ド
レ
ス
デ
ン
日
記
よ
り
―
」

（『
心
』
六
―
五
、一
九
五
三
年
）。
黒
板
自
身
は
大
会
報
告
の
類
を
残

し
て
お
ら
ず
、
長
男
宛
の
私
信
で「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
大
成
功
。
お

父
さ
ん
は
ア
ッ
チ
か
ら
も
コ
ッ
チ
か
ら
も
大
持
て
に
持
て
ま
し
た
」

と
記
し
た
の
み
で
あ
る（『
黒
板
勝
美
先
生
遺
文
』〈
黒
板
勝
美
先
生
生

誕
百
年
記
念
会
、
一
九
七
四
年
〉
口
絵
）。

（
32
）
米
英
で
の
面
会
は
、黒
板『
西
遊
二
年
欧
米
文
明
記
』（
文
会
堂
書
店
、

一
九
一
一
年
）
四
、一
九
三
―
二
〇
一
頁
。
仏
で
の
そ
れ
は
、
同
書

二
五
五
―
二
五
六
頁
お
よ
び「V

ersaille

に
於
け
る
黒
板
博
士
」（『
日

本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
三
―
八
、一
九
〇
八
年
）。
洋
行
に
関
す
る
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
関
係
事
蹟
に
関
し
て
は
、Yoshikaw

a, op.cit (note 1), 
p.105.

も
参
照
。

（
33
）
前
掲
丸
山（
註
５
）
四
二
六
頁
。

（
34
）
黒
板
は
後
年
、「
欧
羅
巴
に
行
く
前
或
必
要
か
ら「
国
史
の
研
究
」

と
云
ふ
本
を
書
い
た
」
と
述
べ
て
い
る（「
二
十
五
年
の
回
顧
談
」〈『
筑

後
史
談
会
二
十
五
年
史
』（
筑
後
史
談
会
、一
九
三
六
年
）〉一
一
八
頁
）。

（
35
）
前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註

11
）
一
四
―
一
五
頁
。

（
36
）
協
会
で
は
一
九
〇
九
年
か
ら
組
織
・
規
約
の
変
更
が
計
画
さ
れ
て

い
た
が
、「
黒
板
幹
事
洋
行
中
な
り
し
を
以
て
暫
く
其
実
行
を
見
合
せ
」

た
と
い
う（「
組
織
変
更
並
会
則
改
正
」〈『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
五

―
一
、一
九
一
〇
年
〉
一
四
頁
）。

（
37
）千
布
利
雄「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
社
会
主
義（
噴
飯
す
べ
き
誤
解
）」（『
日

本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
三
―
八
、一
九
〇
八
年
）。

（
38
）「
黒
板
博
士
と
世
界
語
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
一
年
九
月

二
四
日
付
朝
刊
六
面
）。

（
39
）「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
々
報
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
五
―

二
・
三
、一
九
一
〇
年
）
三
九
～
四
一
頁
。
同
時
期
の
新
聞
記
事
に
よ

る
と
、
黒
板
は「
毎
月
余
り
豊
で
も
な
い
収
入
の
中
か
ら
五
十
円
宛
位

を
割
い
て
協
会
の
維
持
に
要
す
る
費
用
を
補
つ
て
ゐ
」
た
と
い
う（
同

前「
黒
板
博
士
と
世
界
語
」）。

（
40
）「
会
報
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
六
―
一
、一
九
一
一
年
）
六
頁
、

前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註
11
）

一
八
頁
。

（
41
）「
蛮
カ
ラ
列
伝（
四
）
福
神
漬
の
黒
板
博
士
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』

一
九
一
一
年
九
月
二
九
日
付
朝
刊
五
面
）。

（
42
）
前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註



－  190  －－  191  －

史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

11
）
二
二
頁
。

（
43
）『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
六
―
二（
一
九
一
一
年
）
二
頁
。

（
44
）「
広
島
よ
り
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
〇
年
八
月
五
日
付
朝
刊
一
面
）、

「
長
崎
よ
り（
七
日
）」（『
同
』
同
年
月
一
八
日
付
朝
刊
一
面
）、「
鹿
児

島
よ
り（
十
三
日
）」（『
同
』
同
年
月
二
一
日
付
朝
刊
一
面
）、「
岡
山

よ
り（
十
八
日
）」（『
同
』
同
年
月
二
四
日
付
朝
刊
一
面
）。
長
府
で
の

講
演
は
日
本
歴
史
地
理
学
会
夏
期
講
演
会
と
同
時
に
開
催
さ
れ
、
夏

期
講
演
会
参
加
者
の
梅
原
末
治
が
聴
講
し
て
い
る（『
考
古
学
六
十
年
』

〈
平
凡
社
、
一
九
七
三
年
〉
八
頁
）。

（
45
）「
会
報
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
六
―
一
、一
九
一
一
年
）
六
頁
。

（
46
）
横
須
賀
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
支
部
会
編『
講
演
集
』（
同
会
、一
九
一
四
年
）

二
頁
。
前
掲
小
坂（
註
14
）
四
頁
。

（
47
）「
会
報
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
六
―
一
、一
九
一
一
年
）
六
頁
。

（
48
）「
内
国
消
息
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』九
―
一
、一
九
一
四
年
）七
頁
、

前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註
11
）

二
〇
頁
。

（
49
）「
内
国
消
息
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』九
―
一
、一
九
一
四
年
）七
頁
。

（
50
）
前
掲
丸
山（
註
５
）
四
二
五
頁
。

（
51
）
前
掲
小
坂（
註
30
）
一
頁
。

（
52
）「
内
国
消
息
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』九
―
一
、一
九
一
四
年
）七
頁
、

同
右
一
頁
。

（
53
）
森
田
太
三
郎『
名
流
漫
画
』（
博
文
館
、一
九
一
二
年
）
九
四
―
九
五
頁
。

（
54
）
前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註

11
）
二
〇
―
二
一
頁
。

（
55
）
一
九
一
五
年
一
月
発
行
の『
中
学
世
界
』
一
八
―
一
に
黒
板
署
名
の

「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
ど
ん
な
も
の
か
」「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
要
」
が
掲

載
さ
れ
、
以
降
、
一
九
一
六
年
一
二
月
発
行
の
一
九
―
一
二
ま
で
断

続
的
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
講
座
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
56
）「
雑
報
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
一
〇
―
三
、一
九
一
五
年
）
三
頁
。

小
坂
は
、「
黒
板
の
与
え
た
材
料
に
よ
り
名
文
家
千
布
が
執
筆
し
た
」

と
や
や
異
な
る
回
想
も
残
し
て
い
る（
前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動

50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註
11
）、
二
六
頁
）。

（
57
）
小
坂「
運
動
の
統
帥
黒
板
博
士（
２
）」（『V

erda Sanatorio

』
前

掲（
註
11
）
一
九
六
五
年
）
八
頁
。

（
58
）「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
第
三
大
会
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
一
一

―
五
、一
九
一
六
年
）
三
頁
、「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
第
四
大
会
」（『
同
』

一
二
―
五
、一
九
一
七
年
）
三
頁
、「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
第
五
大
会
」

（『
同
』
一
三
―
五
、一
九
一
八
年
）
二
―
三
頁
、「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
第
六
大
会
」（『
同
』
一
四
―
六
、一
九
一
九
年
）
二
頁
。

（
59
）「
横
浜
支
部
普
及
大
会
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
一
一
―
四
、

一
九
一
六
年
）
三
―
四
頁
、「
普
及
講
演
会
」（『
同
』
一
二
―

一
一
、一
九
一
七
年
）
六
頁
、「
普
及
講
演
会
雑
報
」（『
同
』
一
二
―

一
二
、一
九
一
七
年
）
六
頁
。

（
60
）「
東
京
帝
国
大
学
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』

一
〇
―
一
〇
・
一
一
、一
九
一
五
年
）
七
頁
。

（
61
）
前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註

11
）
四
五
頁
。

（
62
）「
暮
歳
忙
語
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
一
三
―
一
二
、一
九
一
八
年
）

八
頁
。

（
63
）「
人
の
半
面
」（『
実
業
之
日
本
』一
九
―
一
二
、一
九
一
六
年
）四
六
頁
。

（
64
）
前
掲（
註
62
）「
暮
歳
忙
語
」
八
頁
、
前
掲
小
坂（
註
57
）
九
頁
。

（
65
）
前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
記
念
行
事
委
員
会
編（
註

11
）
四
五
―
四
六
頁
。

（
66
）
増
山
太
郎
編『
聖
徳
太
子
奉
讃
会
史
』（
永
青
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
）
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九
―
一
九
頁
。

（
67
）
前
掲
丸
山（
註
５
）
四
二
七
頁
。

（
68
）
前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註

11
）
四
六
頁
。

（
69
）「
重
要
会
告
」（『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
一
四
―
八
、一
九
一
九
年
）

一
二
頁
、
同
前
四
一
頁
。

（
70
）
前
掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註

11
）
四
一
～
四
三
頁
。

（
71
）「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
設
立
次
第
」（『La R

evuo O
rienta

』

一
―
一
、一
九
二
〇
年
）
三
頁
、
小
坂「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
を

葬
る
」（『La R

evuo O
rienta

』
三
〇
―
一
二
、一
九
四
九
年
）
四
頁
。

（
72
）
同
前「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
設
立
次
第
」
一
―
三
頁
、
前
掲
日

本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註
11
）
四
四
―

四
五
頁
。

（
73
）「
黒
板
博
士
を
排
斥
し
て
新
た
に
学
会
を
設
立
」（『
読
売
新
聞
』

一
九
一
九
年
一
二
月
二
一
日
付
朝
刊
五
面
）。

（
74
）
前
掲（
註
71
）「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
設
立
次
第
」
三
頁
、
前

掲
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
運
動
50
周
年
紀
念
行
事
委
員
会
編（
註
11
）

四
五
頁
。

（
75
）
前
掲
小
坂（
註
30
）
一
頁
。

（
76
）「
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
第
七
回
大
会
」（『La R

evuo O
rienta

』

一
―
一
〇
、一
九
二
〇
年
）
一
頁
。

（
77
）「
東
京
学
生
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
連
盟
」（『la Revuo O

rienta

』三
―
七
、

一
九
二
二
年
）
一
三
頁
。

（
78
）「
財
団
法
人
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
役
員
」（『L

a R
evuo 

O
rienta

』
七
―
八
、一
九
二
六
年
）
二
〇
一
頁
、「
財
団
法
人
日
本

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
学
会
役
員
追
加
」（『
同
』
七
―
九
、一
九
二
六
年
）

二
三
五
頁
。

（
79
）『La R

evuo O
rienta

』（
一
七
―
四
、一
九
三
六
年
）
巻
末「
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
運
動
後
援
会
設
立
趣
意
書
」。

（
80
）「
学
会
の
日
誌（
一
月
）」（『La R

evuo O
rienta

』
二
〇
―
三
、

一
九
三
九
年
）
三
六
頁
。

（
81
）
前
掲（
註
76
）
三
頁
。

（
82
）「
第
十
一
回
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
大
会
」（『La R

evuo O
rienta

』

四
‐
一
〇
、一
九
二
三
年
）
一
〇
頁
。

（
83
）「
帝
国
議
会
へ
請
願
」（『L

a R
evuo O

rienta

』
三
―
二
、

一
九
二
二
年
）
七
頁
、「
国
際
補
助
語「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
教
授
調

査
ニ
関
ス
ル
請
願
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef. 
A14080815000

、
請
願00061100-00324

（
国
立
公
文
書
館
）。

（
84
）「
第
三
回
汎
太
平
洋
学
術
会
議
に
対
し
我
が
邦
の
碩
学
十
八
氏

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
会
議
用
語
と
す
べ
し
と
抗
議
す
」（『La R

evuo 
O

rienta

』
七
―
一
一
、一
九
二
六
年
）
一
頁
、「
日
本
語
を
用
ゐ
よ

と
わ
が
学
者
連
奮
起
す
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
六
年
一
〇
月

二
二
日
付
夕
刊
二
面
）。

（
85
）
前
掲
丸
山（
註
５
）
四
二
七
頁
。

（
86
）
Ｓ
・
Ｋ「
記
念
大
会
漫
歩
記
」（『La R

evuo O
rienta

』
一
八
‐

一
二
、一
九
三
七
年
）
三
六
頁
。
な
お
、
同
年
一
二
月
刊
行
の『
婦
人

之
友
』
三
一
―
一
二
に
黒
板「
ザ
メ
ン
ホ
フ
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

黒
板
は
前
年
一
一
月
以
来
病
床
に
あ
り
、
過
去
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論

を
も
と
に
し
た
代
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

（
87
）
前
掲
小
坂（
註
30
）
一
頁
。

（
88
）
前
掲
黒
板（
註
13
）「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
感
想
」
一
〇
四
―

一
〇
五
頁
。

（
89
）
前
掲
黒
板（
註
13
）「
世
界
語（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）」、
同「「
エ
ス
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史
苑
（
第
七
九
巻
第
二
号
）

ペ
ラ
ン
ト
」
に
就
て
」（『
教
育
界
』
五
―
一
一
、一
九
〇
六
年
）

六
一
頁
、
同「
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト（
一
）」（『
東
京
経
済
雑
誌
』

一
三
八
〇
、一
九
〇
七
年
）一
二
―
一
三
頁
、同「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」（『
明

治
学
報
』
一
一
四
、一
九
〇
七
年
）
一
頁
。

（
90
）
前
掲
黒
板（
註
13
）「
世
界
語（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）」、
同
前「
国
際
語

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト（
一
）」
一
三
頁
。

（
91
）
黒
板「
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト（
二
）」（『
東
京
経
済
雑
誌
』

一
三
八
二
、一
九
〇
七
年
）
九
頁
、
同「
演
説
抜
き
書
き
」（『
日
本
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
』
二
―
二
、一
九
〇
七
年
）
四
頁
。

（
92
）
前
掲
黒
板（
註
15
）「
世
界
語（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）（
承
前
）」、
同（
註

89
）「「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
に
就
て
」
六
一
―
六
二
頁
、
同（
註
89
）「
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
」
四
―
六
頁
。

（
93
）
前
掲
黒
板（
註
89
）「「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
に
就
て
」
六
〇
頁
、
同（
註

89
）「
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト（
一
）」
一
四
頁
、
同（
註
91
）「
国
際
語

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト（
二
）」
一
〇
―
一
一
頁
、同（
註
89
）「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」

七
頁
。

（
94
）
前
掲
黒
板（
註
89
）「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
七
頁
。

（
95
）Yoshikaw

a, op.cit  (note 1), p.82. 

お
よ
び
前
掲
ヨ
シ
カ
ワ（
註

１
）
一
七
頁
。

（
96
）
前
掲
野
崎（
註
４
）
一
六
―
二
六
頁
。

（
97
）
黒
板
・
千
布
に
よ
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
訳
教
育
勅
語
は
、
天
皇
皇
后

の
御
真
影
と
と
も
に
、『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
二
―
四（
一
九
〇
七
年
）

九
―
一
一
頁
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
を
当
時
逮
捕
さ
れ
て
い
た
大
杉

の
原
稿
を
掲
載
す
る
た
め
の
方
便
と
す
る
解
釈
が
あ
る
が（
前
掲
野
崎

（
註
４
）
二
四
頁
）、
少
な
く
と
も
黒
板
や
協
会
に
と
っ
て
思
想
的
違

和
感
の
な
い
行
為
で
あ
っ
た
ろ
う
。
協
会
設
立
翌
年
の
同
誌
二
―
八

（
一
九
〇
七
年
）
一
頁
に
掲
載
さ
れ
た「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
十
大
要
義
」

の
中
で
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は「
何
等
の
国
家
的
施
設
を
も
妨
ぐ
る
こ
と

な
し
」
と
さ
れ
た
の
は
好
例
で
あ
る
。

（
98
）
前
掲
黒
板（
註
89
）「
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト（
一
）」
一
四
頁
、同（
註

91
）「
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト（
二
）」
一
〇
―
一
四
頁
、同（
註
91
）「
演

説
抜
き
書
き
」
四
頁
。

（
99
）
同
前「
国
際
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト（
一
）」
一
四
頁
。

（
100
）
前
掲
黒
板（
註
15
）「
世
界
語（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
）（
承
前
）」。

（
101
）
安
田
敏
朗『
帝
国
日
本
の
言
語
編
制
』（
世
織
書
房
、
一
九
九
七
年
）

四
六
―
五
〇
頁
。

（
102
）
黒
板
の
談
話
に
よ
っ
て『
直
言
』
に
掲
載
さ
れ
た
堺
利
彦「
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
語
の
話
」
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
対
外
交
流
に
お
け
る
利
便
性

を
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
同
紙
前
号
に「
階
級
闘
争
」

に
お
け
る「
万
国
労
働
者
」
の「
疎
通
」
を
図
っ
て
フ
ラ
ン
ス
社
会
党

が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
導
入
し
た
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
た
も
の
で
あ
っ
た（「
万
国
語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」〈『
直
言
』二
―
六
、

一
九
〇
五
年
〉
三
頁
）。

（
103
）Yoshikaw

a, op.cit  (note 1), p.82.

（
104
）
前
掲
黒
板（
註
89
）「「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
に
就
て
」
六
〇
頁
。

（
105
）
黒
板『
国
史
の
研
究
』（
文
会
堂
書
店
、
一
九
〇
八
年
）
二
二
七
頁
。

（
106
）
黒
板「
現
今
史
学
界
の
欠
点（
史
論
と
素
養
）」（『
江
湖
文
学
』
三
、

一
八
九
七
年
）
五
七
―
六
四
頁
。

（
107
）
平
藤
喜
久
子『
神
話
学
と
日
本
の
神
々
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）

一
一
―
二
四
頁
。

（
108
）
こ
の
時
期
の
黒
板
の
神
話
関
係
の
業
績
に
つ
い
て
はYoshikaw

a, 
op.cit  (note 1), pp.72-74. 

（
109
）
松
村
武
雄（
一
九
〇
七
年
東
京
帝
大
入
学
）
は「
国
史
科
の
か
の
便

腹
の
Ｋ
博
士
」
が
、「
マ
ク
ス
・
ミ
ユ
ラ
ー
流
の
神
話
解
釈
の
流
を
酌
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ん
で
ゐ
る
と
こ
ろ
の
書
物
」
を
帝
大
図
書
館
か
ら
借
覧
し
て
い
た
と

回
想
し
て
い
る
が（『
神
話
学
者
の
手
記
』〈
培
風
館
、
一
九
四
九
年
〉

二
〇
頁
）、
こ
れ
は
黒
板
を
指
し
て
い
よ
う
。

（
110
）
黒
板「
日
本
古
文
書
様
式
論
」（『
虚
心
文
集
』
六〈
吉
川
弘
文
館
、

一
九
四
〇
年
〉）
一
一
頁
ほ
か
。

（
111
）
前
掲
黒
板（
註
105
）
一
三
―
二
五
頁
。

（
112
）『
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
一
―
八（
一
九
〇
七
年
）
三
頁「
時
事
」
欄

に
は
、
ロ
ー
マ
字
ひ
ろ
め
会
が
ロ
ー
マ
字
綴
り
方
の
意
見
を
募
集
し

た
際
、
黒
板
が
協
会
を
代
表
し
て「
ロ
ー
マ
字
綴
り
方
は
全
然
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
旨
」
を
答
申
し
た
と
あ
る
。「
ロ
ー

マ
字
ひ
ろ
め
会
の
建
議
に
つ
い
て
」（『
教
育
界
』
六
―
三
、一
九
〇
七

年
）
は
お
そ
ら
く
こ
の
出
来
事
と
関
連
し
て
い
よ
う
。

（
113
）「
羅
馬
字
実
施
策（
六
）」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
七
月

一
四
日
付
朝
刊
四
頁
）
で
は
ロ
ー
マ
字
国
字
論
、「
海
員
と
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
」（
前
掲
横
須
賀
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
支
部
会
編（
註
46
）
所
収
）

一
二
頁
で
は「
文
字
の
改
良
」
へ
の
賛
意
が
示
さ
れ
た
。

（
114
）
前
掲
黒
板（
註
89
）「「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
に
就
て
」
六
三
頁
。

（
115
）
黒
板「
世
界
平
和
の
言
語
的
解
決
」（『
国
民
雑
誌
』
二
―
七
、

一
九
一
一
年
）。

（
116
）
黒
板「
将
来
の
国
字
問
題（
三
）
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
日
本
」（『
読
売

新
聞
』
一
九
一
〇
年
一
〇
月
三
日
付
別
刷
二
面
）、
同「
将
来
の
世
界

語
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」（『
実
業
之
世
界
』
七
―
二
一
、一
九
一
〇
年
）。

（
117
）
前
掲
黒
板（
註
113
）「
海
員
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
八
―
一
五
頁
。

（
118
）
黒
板「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」（『
太
陽
』
二
一
―

三
、一
九
一
五
年
）、「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ（
承
前
）」

（『
同
』
二
一
―
四
、
同
年
）。

（
119
）
同
前「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」
一
一
二
頁
。

（
120
）
前
掲
黒
板（
註
32
）
二
頁
。

（
121
）
前
掲
黒
板（
註
113
）「
海
員
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
九
頁
。

（
122
）
李
成
市「
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
近
代
歴
史
学
」（
寺
内
威
太
郎
編
他

編『
植
民
地
主
義
と
歴
史
学
』〈
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
四
年
〉）
八
〇
―

八
三
頁
、
前
掲
齊
藤（
註
９
）、
一
八
一
―
一
八
六
頁
お
よ
び
二
一
八

―
二
三
五
頁
。
著
名
な「
史
蹟
遺
物
に
関
す
る
意
見
書
」（『
史
学
雑

誌
』
二
三
―
五
、一
九
一
二
年
）
は
、G

.B
aldw

in:T
he C

are of 
Ancient M

onum
ents .1905.

を「
下
敷
き
に
し
、
そ
れ
を
換
骨
奪
胎

し
た
も
の
だ
っ
た
」
と
の
指
摘
も
あ
る（
田
中
琢「
遺
跡
遺
物
に
関
す

る
保
護
原
則
の
確
立
過
程
」〈
小
林
行
雄
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行

委
員
会
編『
考
古
学
論
考
』（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
）〉
七
七
六
頁
お

よ
び
七
八
二
頁
註（
23
））。

（
123
）
黒
板「
欧
洲
に
於
け
る
支
那
考
古
学
の
研
究
」（『
漢
学
』
一
―
一
、

一
九
一
〇
年
）。

（
124
）
黒
板
は
同
会
に
て
国
立
文
書
館
設
立
の
必
要
を
唱
え（「
第
二
回
読

史
会
記
事
」〈『
史
学
雑
誌
』
二
四
―
一
、一
九
一
三
年
〉
九
八
～
九
九

頁
）、
朝
河
貫
一「
日
本
封
建
土
地
制
度
の
起
源
」
論
文
を
批
評
す
る

な
ど（「
第
廿
四
回
読
史
会
」〈『
史
学
雑
誌
』
二
六
―
三
、一
九
一
五
年
〉

一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
）、
特
色
あ
る
活
動
を
示
し
た
。

（
125
）
前
掲
李（
註
122
）
八
〇
―
八
三
頁
ほ
か
。

（
126
）
前
掲
黒
板（
註
32
）
四
四
一
―
四
四
二
頁
。

（
127
）
同
前
、
七
六
五
頁
。

（
128
）
黒
板「
曽
遊
の
土
耳
其
を
回
想
し
て
老
帝
国
の
末
路
を
愴
む
」（『
海

之
世
界
』
七
―
一
、一
九
一
三
年
）
二
二
頁
。

（
129
）Yoshikaw

a, op.cit  (note1), pp.114-115.

お
よ
び
前
掲
ヨ
シ
カ

ワ（
註
１
）
一
八
頁
。

（
130
）Yoshikaw

a, op.cit  (note 1), p.129.
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（
131
）
黒
板「
戦
後
の
世
界
を
支
配
す
べ
き
民
族
は
何
れ
ぞ
」（『
実
業
之
日

本
』
一
七
―
二
二
、一
九
一
四
年
）
三
七
―
三
八
頁
。

（
132
）
川
澄
哲
夫「
解
説
」（
同
編『
英
語
教
育
論
争
史
』〈
大
修
館
書
店
、

一
九
七
八
年
〉）
一
四
三
―
一
五
二
頁
。

（
133
）
遠
藤
吉
三
郎「
英
領
的
日
本
」（『
大
日
本
』
二
―
一
、一
九
一
五
年
）

五
八
―
六
四
頁
。

（
134
）前
掲
黒
板（
註
118
）「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ（
承
前
）」

九
三
頁
に
、「
或
人
は
此
の
有
様
を
見
て
、
日
本
は
漸
次
英
領
の
状
態

に
進
み
つ
ゝ
あ
る
の
だ
と
憤
慨
し
て
居
る
」
と
あ
る
の
は
遠
藤
の
前

掲
論
文
を
指
す
と
み
て
間
違
い
な
い
。

（
135
）
高
橋「
鉄
道
界
に
対
す
る
余
の
希
望
」（
同『
日
本
に
於
け
る
外
国
語

問
題
』〈
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会
、
一
九
一
六
年
〉）
三
頁
。

（
136
）
同
前『
日
本
に
於
け
る
外
国
語
問
題
』
冒
頭
の
黒
板「
小
序
」
四
頁
。

（
137
）
黒
板『
国
史
の
研
究
』
総
説
の
部（
文
会
堂
書
店
、
一
九
一
三
年
）

二
八
九
ー
二
九
〇
頁
。

（
138
）
同
前
、
二
八
〇
ー
二
八
一
頁
。

（
139
）
小
熊
英
二『
単
一
民
族
神
話
の
起
源
』（
新
曜
社
、
一
九
九
五
年
）

一
三
六
ー
一
五
一
頁
ほ
か
。

（
140
）
小
路
田
泰
直『
日
本
史
の
思
想
』（
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
）

一
〇
三
ー
一
二
七
頁
ほ
か
、
同『「
邪
馬
台
国
」
と
日
本
人
』（
平
凡
社

〔
平
凡
社
新
書
〕、
二
〇
〇
一
年
）
五
四
ー
五
九
頁
、
同「
邪
馬
台
国
論

争
の
超
克
―
白
鳥
・
津
田
史
学
か
ら
の
脱
却
」（
井
上
章
一
編『
学
問

を
し
ば
る
も
の
』〈
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
七
年
〉）
九
二
ー
九
三
頁
。

（
141
）
前
掲
黒
板（
註
118
）「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」

一
〇
六
頁
。

（
142
）
箱
石
大「
近
代
日
本
史
料
学
と
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
史
編
纂
事
業
」

（
佐
藤
信
・
藤
田
覚
編『
前
近
代
の
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
』〈
山
川
出

版
社
、
二
〇
〇
七
年
〉）
二
五
一
頁
。

（
143
）
和
田
英
松「
翰
苑
に
見
え
た
る
冠
位
十
二
階
の
称
呼
」（『
史
学
雑
誌
』

二
八
ー
八
、一
九
一
七
年
）
四
五
ー
四
七
頁
。

（
144
）
黒
板「
明
治
天
皇
と
聖
徳
太
子
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』

一
〇
、一
九
一
八
年
）
四
五
頁
、
同『
聖
徳
太
子
小
観
』（
聖
徳
太
子

一
千
三
百
年
御
忌
奉
賛
会
、
一
九
一
八
年
）
一
九
ー
二
三
頁
ほ
か
。

（
145
）
前
掲
黒
板（
註
118
）「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ
」

一
〇
九
頁
。

（
146
）
前
掲
黒
板（
註
118
）「
国
語
の
擁
護
を
論
じ
て
国
際
語
に
及
ぶ（
承
前
）」

九
九
頁
。

（
147
）
同
前
、
九
八
頁
。

（
148
）
同
前
、
九
九
頁
。

（
149
）
黒
板「
同
化
の
第
一
義
は
鮮
人
の
改
名
に
在
り
」（『
朝
鮮
公
論
』
六
ー

八
、一
九
一
八
年
）
二
九
ー
三
二
頁
。
同
論
文
は
、
民
間
に
お
け
る
朝

鮮
人
に
対
す
る
日
本
名
付
与
論
の「
最
初
の
例
」
と
さ
れ
る（
水
野
直

樹『
創
氏
改
名
』〈
岩
波
書
店〔
岩
波
新
書
〕、
二
〇
〇
八
年
〉
三
三
頁
）。

一
般
的
に
、
黒
板
の「
日
鮮
同
祖
」
論
に
よ
る
朝
鮮
支
配
の
正
当
化
は

知
ら
れ
て
い
る
が
、
黒
板
の
国
際
言
語
秩
序
観
も
こ
の
よ
う
な
政
策

提
言
を
後
押
し
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（
150
）
黒
板「
改
造
さ
れ
た
る
世
界
の
要
求
」（『
国
語
教
育
』
五
ー

一
一
、一
九
二
〇
年
）
五
九
ー
六
二
頁
。

（
151
）
前
掲
黒
板（
註
13
）「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
対
す
る
感
想
」
一
〇
五
ー

一
〇
九
頁
。

（
152
）
前
掲
齊
藤（
註
９
）
二
三
五
頁
註
⑾
。

（
153
）
前
掲
李（
註
122
）
七
三
ー
八
〇
頁
。

（
154
）
羽
仁
は
、
黒
板
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
論
を
紹
介
し
つ
つ
、「〝
国
史
の

研
究
〟
の
国
史
と
は
国
民
の
歴
史
を
意
味
し
、
こ
の
国
民
は
国
際
的
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平
等
の
平
和
に
生
き
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
高
く
評
価
す
る（
前
掲
羽

仁（
註
６
）
一
五
一
頁
）。

（
155
）
一
九
二
〇
年
以
降
の
黒
板
に
よ
る「
民
族
」
を
意
識
し
た
史
蹟

保
存
論
に
つ
い
て
は
、
前
掲
齋
藤（
註
９
）
二
〇
八
ー
二
〇
九
頁

で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

付
記

　
本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
度
一
般
財
団
法
人
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協

会
研
究
発
表
会（
二
〇
一
七
年
一
一
月
四
日
、
於
神
奈
川
県
立
か
な

が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
）
に
お
け
る
報
告
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
資

料
の
閲
覧
等
に
関
し
、
同
協
会
の
多
大
な
御
理
解
・
御
協
力
を
得
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
）
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Kuroita Katsumi and Esperanto. 

 
WATANABE, Tsuyoshi

 
It has been known for a long time that Kuroita’s ideas about Esperan-

to had a connection with nationalism. However, the prior research deals 
with only a part of Kuroita’s ideas about Esperanto, and nobody explored 
yet Kuroita and Esperanto’s rapport in details.

For these reasons, this article explores as exhaustively as possible the 
rapport between Kuroita and Esperanto, especislly Kuroita’s ideas about 
Esperanto.

Kuroita first learned about Esperanto in 1902 and started Esperanto 
movement in 1906. He was the central figure of Esperanto movement until 
his exclusion from this movement in 1919. Even after that, Kuroita contin-
ued to evaluate positively Esperanto, and supported the movement.

From 1906 to 1908 Kuroita further emphasized the simplicity of Espe-
ranto. From 1913 to 1915, in his Esperanto’s views, he came to assert that 
Japanese language must be protected from foreign languages, idea which 
strengthened nationalisfic character of his theories. There, he also clarified 
his resistance against the West. When World War I ended and the League 
of Nations was established, he came to evaluate the Japanese state and 
Esperanto as resources of the current nationalistic(minzoku) world.

Kuroita’s ideas about Esperanto consistently included nationalism, 
however the degree was different depending on the time. Likewise, he did 
not try to apply the logic of ethnic equality included in Esperanto to East 
Asia.
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